
多角形住居

土 堤

ね I期が弥生時代後期後半～庄内期初頭、Ⅱ期が庄内期、Ⅲ期が庄内期終末～布留期前半

と考えられる。その中で、注目される点をいくつかピックアップして、それについての若

千の検討を行ってみたい。

S B02は平面形が五角形のいわゆる多角形住居にあたり、明確なものとしては玉津田中

遺跡では初めてである。過去の調査においては、黒岡 3区の S H50001(7)が 外形は円形で

あるものの、ベッドの内側が五角形で、主柱穴も5本であり、時期的にもほぼ同じである

ことから、その関連J陛がうかがえる。

弥生時代後期～庄内期における多角形住居と円形多柱住居との関連は、よく検討の対象

とされるもので (3)、 これらはいずれも大型の竪穴住居にみられる形態で、集落の中心的

な施設と考えられるものである。明石川流域においても、玉津田中遺跡以外に、この両者

が確認された遺跡は菅野遺跡で、多角形住居のみが白水遺跡、円形多柱住居のみが新方遺

跡、日輪寺遺跡、小山遺跡、栃木遺跡、西神ニュータウン内第62地点遺跡、池上北遺跡、

高津橋大塚遺跡などが挙げられる (9)。
多角形住居は例外としても、住居の大型化、多柱

化は玉津田中遺跡においては、弥生時代中期後半からみられるようで Qの
、それ以降の時

期についての多角形住居を合めた大型住居の集落内での位置づけなどが問題になってくる。

また、弥生時代後期～庄内期には明石川流域だけでも数多 く確認されていることから、集

落内での大型住居の設営が定着 し、さらには竪穴住居の機能分化が、社会共同体において、

ある程度存在 したものと推測できる。

住居の大型化、多柱化は大型方形住居への構造変化の過渡的な現象ととらえる意見もあ

りω)、 それを前提として考えた場合、 S B05は平面形が不整な円形もしくは多角形で、

大型であるにもかかわらず主柱穴は 4本であることから、その過渡的な形態にあたると推

察できる。

竪穴住居の付帯施設で特筆すべき点は、 S B04、 S Bllに みられる中央土坑の上堤から

分岐して住居内土坑 (貯蔵穴)を囲い込む土堤で、このような事例はほとんどみられず、

類似例とは言いがたいが、住居内土坑の周囲や両脇を砂礫や土を用いてかためた施設 (砂

礫敷土坑)が、滋賀県の湖東地域などで散見できるようである Qの
。これらは弥生時代後

期後半～布留式併行期に属 し、比較的大型の住居にみられることなど、 S B04、 SB■と

共通する要素 もあり、今後の検討課題の一つである。

僧)上 器

流路などから大量に出土 しているものの、未だ整理がついていないものが多 く、一部 し

か公表できていないため、現時点での詳細な検討は難 しいが、ここでは出土土器の大半を

占める弥生時代後期後半から古墳時代前期のものについて、いくつかのポイントをひろい

だして述べておく。

他地域からもたらされた土器類は、過去の玉津田中遺跡の調査でも数多 く確認されてお

り、弥生時代後期～古墳時代前期のものとしては、吉備、讃岐、阿波、丹波、河内、東海

の各地域のものが出土 している Qの
。

今回の調査においては、遺物整理が途中のため、断定はできないが、管見によると、吉

備、讃岐、丹波、東海、淡路のものが見受けられる。

搬入土器
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312の 複合日縁壷は讃岐地域からの搬入品と考えられるものである。同時期の讃岐、阿

波などの四国地域からの搬入土器は、播磨地域においてはよく分布 しており、姫路から龍

野あたりの西播磨の沿海部が分布の中心である。明石川流域においては、王津田中遺跡以

外で、吉田南遺跡、出合遺跡で確認されている Qつ
。また、讃岐産の大型複合日縁壺は備

前から丹波、河内、近江にかけて分布するようであるが Qの 、分布の中心はやはり西播磨

地域である。

S K05か ら出土 した東海系 S字状日縁甕の可能性がある土器については、整理が途中の

ため、図示するには至 らなかった。胎土が在地のものとほとんど差異がないため、搬入と

いうよりは影響を受けた土器と解釈 した方が妥当であるように思われるが、詳細な検討は

今後に見送 りたい。

影響を受けた土器として挙げられるのが、309～ 311の 淡路型器台と称される器台で、

淡路地域の北部を中心に分布するものである°°
。309、 310は 精製のタイプ、311は 粗製の

タイプである。淡路以外での淡路系遺物の出土例は、日縁端部にキザ ミをもつようないわ

ゆる淡路型甕が摂津西部などにおいて散見できるようであるが Qの
、淡路型器台の淡路以

外での出土例は、現在のところみられず、管見によれば、握向遺跡東田地区北溝 (北部)

黒色有機層上部より出土 している器台
(0が

、図面上では類似するが、確証はない。淡路

地域においては、その分布が北淡路地域に偏っており、近年の調査でも数例確認されてい

る Qの
。それに対 して、淡路の南部地域ではほとんどみられず、洲本市の下内膳遺跡 ⑭)、

寺中遺跡
の において確認されている程度である。また、過去の下内膳遺跡の調査で、土

坑内より精製と粗製のものがセットで出土 した事例があるようで の)、 たいへん興味深い。

いわゆる庄内甕の範疇に入ると考えられる甕が 2点 (265、 313)出上 している。播磨地

域における庄内甕に関わる検討は、近年において、積極的に行われており、大和や河内地

域との比較や産地の問題とも重なって、論考がやや錯綜 している感がある。播磨において

は、庄内甕の出土は多いが、西播磨地域に集中しており、それ以外では少ない。明石川流

域においても玉津田中遺跡以外でみ られるのは、現在のところ吉田南遺跡 ぐらいであ

る Q°
。 しかしながら、庄内甕を保有するかしないかは、集落の性格を考える上で重要で

あると思われ、 もう少 し資料の蓄積を待ちたい。

(4)祭祀遺物

祭祀に関わる遺物と特定するのは難 しいが、可能性のあるものとして、314の 線刻を施

した土器、261～ 264の ミニチュア土器、315～317の 上製品、323～ 326の 銅鏃などが挙げら

れる。

流路の肩部で314の 線刻土器、315の 円板形土製品、316の 紡錘車形土製品が出土 してお

り、他にも図示 し得なかったが、線刻土器の破片、 ミニチュア土器が多 くの遺物に混 じっ

て出土 している。流路出上の遺物の整理が途中のため、詳細を検討 しにくいが、ここでは

流路付近あるいは集落内で祭祀が行われた可能性を指摘 しておきたい。

S B07の 住居内のコーナー部分において、317の 動物形土製品が出土 しているが、加古

川中流域の滝野町河高 。上ノ池遺跡にて、 5世紀代の事例であるが、住居内のコーナー部

分に人形などの土製品がまとまって出上 している°り
。当初、住居内祭祀 と考えられてい

住居内の違物
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銅 鏃

ig.125調査中の工津国中進跡
嘗判 5次調査)

たようだが、報告によれば、祭万E具の仮り置き、あるいは保管といった状況を考えている

ようである。S B07の 土製品は 1点のみであるため、断定は難しいが、S B01の ミニチュ

ア土器、S B02の 銅鏃についてはどうだろうか。これはミニチュア土器と銅鏃の用途に関

わる問題でもあるが、実際に流路の肩部でもミニチュア土器が数点出土しており、また、

第 4次調査においては、同時期の流路内より銅鏃、ミニチュア土器、鳥形木製品がまとまっ

て出上している°め。その他、銅鏃が水辺の祭祀に用いられたという事例もあり∽)、 実用

品あるいは住居内祭祀の可能性の他に、上記したような状況も考える必要性もここでは示

唆しておきたい。

S B02の 床面より出土した銅鏃は実用品か祭祀具かの断定は難しいが、一つの竪穴住居

から4点あるいはそれ以上出土した例はおそらく少ないであろう。これは鋼製品の生産に

も深く関わる問題である。玉津田中遺跡においては、同時期における金属器製作に関わる

遺物としては、鋳型 (外形)、 靖鍋、羽日が過去の調査で出上しているの
。今回の調査で

は、残念ながらこのような遺物が確認されなかったが、玉津田中遺跡のみならず、他の同

時期の集落遺跡においても、銅製品の生産に関わる遺構が明確にされているケースが少な

いのが現状で、集落内での生産体制を解明していく上で、銅鏃が 4点出土したことは極め

て重要であると言えよう。

弥生時代～古墳時代初頭の銅鏃は、玉津田中遺跡の所在する播磨地域や近接する摂津西

部地域でも数例出土しているがω)、 今回の調査で出上したもののうち、323、 324は穿孔

がみられ、有孔鏃の部類に入るものと考えられる。有孔鏃は主に東海、中部地方によく分

布しておりの、播磨やその周辺地域では現在のところみられない。これは今後において、

玉津田中遺跡の性格や同地域の社会的背景などを考察していく上で、かなり重要なポイン

トになるものと予想される。
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5.神戸市玉津田中遺跡 (平野地区)における自然科学分析

I.は じめに

玉津田中遺跡 (平野地区)は回場整備や道路建設事業等によって平成元年度から発掘調査を継続的に行っ

てきた。その結果、縄文時代～鎌倉時代の複合遺跡であることが判かり、各時期の生産域と居住域の区分が

明らかになってきた。 しかし、当時の人々がどのような自然環境のもとでいかなる植物を栽培,採取 し、多

種の樹木から用材を選択 したかというようなことについては、考古学的には解明できない。

また沖積地に営まれた遺跡であるため河川の影響を受けやす く、各時代の遺跡の立地や存続状況も自然環

境の変化に深い関わりを持っている。

以上のことから、考古学的な手法のみならず、当時の自然環境 。生活復元に有効な手段となる自然科学分

析の手法を用いて、遺跡の全体像をより正確に把握する必要がある。

今次調査では、花粉化石分析・ 珪藻化石分析・樹種同定 。大型植物化石分析・ プラントオパール分析の 5

種の自然科学分析を行い、あわせてこれまでに蓄積された (第 1次～第 7次調査の自然科学分析資料・未公

表)資料を綜合 して、その結果を報告する。各調査次数の調査位置は第 1章を参照いただきたい。 (日 野)

Ⅱ.水田址,違構,流路堆積物の花粉化石分析

新山雅広・鈴木 茂・吉川昌伸 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

玉津田中遺跡は神戸市西区に所在する。本遣跡は六甲山西側の播磨平野にあり、明石川流域左岸の河岸段

丘及び沖積地に位置する。本遺跡では、弥生時代中期の水田遺構、弥生時代後期及び古墳時代の住居址や流

路などが検出されている。ここでは、弥生時代中期～中世の植生変遷を推定する目的で溝、水田遺構部、流

路などの堆積物の花粉化石群集を検討 した。また、水田遺構部試料においては、水田、水路、畦畔とも判断

がつきかねる遺構部について、その判断材料を得ることをも目的とした。

12)試料と方法

花粉化石群集の検討は合計25試料について行った。各試料の特徴と状況の一覧をfig.126に 示す。

花粉化石の抽出は、試料約2～ 3gを 10%KOH(湯煎約15分 )一 傾斜法により粗粒砂を除去-48%HF(約30

分)一重液分離 (比重2.1)一 アセ トリシス処理 (硫酸と無水酢酸の混液)の順に行った。プレパラー ト作成は、

残澄を蒸留水で適量に希釈 し、タッチミキサーで十分に攪拌 した後、マイクロピペットで取 リグリセリンで

封入 した。

儡)花粉化石群集の記載

同定は、プレパラー トの全面を行った。この間に出現 した花粉化石のリス トを表に示す。また、樹木花粉

の産出個数が100イ回以上の試料については花粉化石分布図に示 した(fig.131～ 135)。 出現率は、樹木は樹木

花粉数、草本・胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した。なお、図表中で複数の分類群をハイ

フンで結んだものは、分類群間の区別が明確でないものを示 し、クワ科、バラ科、マメ科の花粉は樹木起源

と草本起源のものとがあるが、各々に分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括 して入れてある。
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第 6章 平成 10年 度の発掘調査 (第 15次調査)

試料名 遺構名 堆積物の特徴 時 期

No.2 溝 (14ト レ SD-302) 灰色砂質粘土 6世紀後半

No 6 井堰を伴う溝 (14ト レ SD417) 灰色砂質粘土 弥生時代後期

No.8 溝 (17ト レ SG-02) 明灰色砂質シル ト 弥生時代後期

No.11 溝 (6ト レ SD-601) オリーブ黒色シル ト質粘土 弥生時代後期～庄内期

No 12 落込み(3ト レ東 SX-305) 暗オ リーブ灰色砂質シル ト 5世紀中頃

地点3 水田遺構部 (大畦畔) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点3-1 水田遺構部 (流路 ?) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点4-a 水田遺構部 (畦畔) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点4-1 水田遺構部 (水 岡耕作土) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点4-bl 水田遺構部 (畦畔 ?) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点4-b2 水田遺構部 (流路 ?) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点6 水田遺構部 (畦畔) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点 11 水田遺構部 (流路 ?) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点12 水田遺構部 (水田 ?) 灰色粘土 弥生時代中期頃

地点 13 水田遺構部 (水田 ?) 砂礫質粘土 弥生時代後期以降

地点10-1 柱状試料 灰色シル ト～粘土 中世

地点10-2 柱状試料 灰色シル ト～粘土 6世紀後半

地点10-3 柱状試料 灰色 シル ト～粘土

地点10-4 柱状試料 灰色シル ト～粘土 弥生時代後期

地点10-5 柱状試料 灰色シル ト～粘土

地点10-6 柱状試料 灰色 シル ト～粘土

Aヽ′―a 流路 (西側壁面) 濃灰色シル ト 古墳時代前期

ヽヽ「―b 流路 (西側壁面) 灰褐色シル ト 弥生時代後期

E―a 流路 (東側壁面) 濃灰色シル ト 古墳時代前期

E―b 流路 (東側壁面) 暗灰色 シル ト 弥生時代後期

■g.126分析試料の一覧表(No 2～ 地点10-6までは第 7次調査′W―a～ E‐ bは第15次調査試料)

4ト レンチ

1～ 7区 拡張部

¬g。127 第 7次調査試料採取位置図
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a.No.2、 6、 8、 11、 12の花粉化石群集

各試料の出現率は、大きく3タ イプに区分される。すなわち、花粉が稀なNo.2と マツ属複維管束亜属が

多産するNo.6、 8及びアカガシ亜属、マツ属複維管束亜属、スギ、コナラ亜属が比較的高率に出現するNo.1

1、 12で ある。まず、No.2は花粉の保存はそれほど悪 くないが、本質的に花粉が少ないようである。この要

因は、堆積速度と関係 し、急速に埋積された可能性を示唆させる。No.6、 8で は、針葉樹のマツ属複維管束

亜属が37%前後と高率に出現 し、針葉樹のツガ属やコウヤマキ属を比較的高率に、モミ属、アカガシ亜属、

コナラ亜属などを伴 う。草本花粉は、No.6で はイネ科やヨモギ属が比較的高率に出現 し水生植物のサジオ

モダカ属やオモダカ属を伴う。一方、No.8で は全般に低率である。No.11、 12で は、著 しい優占を示す分類

群はなく常緑広葉樹のコナラ亜属や針葉樹のマツ属複維管束亜属、スギ及び落葉広葉樹のコナラ亜属などを

比較的高率に伴う。また、No.■ではヨモギ属が高率に出現 し、イネ科やカヤツリグサ科及び水生植物のオ

モダカ属や ミズアオイ属を伴う。一方、No.12で はイネ科が高率に出現 し、ガマ属やサジオモダカ属、オモ

ダカ属、イボクサ属、 ミズアオイ属などの多種の水生植物を伴う。

b.水田遺構部の花粉化石群集

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉31、 草本花粉23、 形態分類で示 したシダ植物胞子 2の計56で

ある。全試料を通 してみると、樹木花粉ではスギ属とコナラ属アカガシ亜属が20%前後の出現率を示 し最優

占している。イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科はおおよそ15%前後、コナラ属コナラ亜属やシイノキ属―マ

テバシイ属は10%前後検出されている。その他、コウヤマキ属が 5%前後得 られ、マツ属複維管束亜属 (ア

カマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)は地点13に おいて30%近い突出した出現率を示 している。

草本類では、イネ科が地点4-a(20%)を 除 く他の地点において出現率30%前後と最 も多 く検出されている。

その他、カヤツリグサ科が10%前後、ヨモギ属が 5%前後検出されている。また水生植物のオモダカ属や ミ

ズアオイ属が観察されるが、地点 4-blや 13な どではみられない。

C.地点10(柱状試料)の花粉化石群集

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉30、 草本花粉21、 形態分類で示 したシダ植物胞子 2の計53で

ある。アカガシ亜属が出現率30%を超えるなど高い出現率を示 し、最優占している。シイノキ属―マテバシ

イ属も下部において20%前後得 られているが、上部では10%ほ どに減少 している。その他、ニヨウマツ類や

スギ属、コナラ亜属が 5～ 10%検 出されている。また、試料 4においてハンノキ属が30%を越える突出した

出現率を示 し、フウ属 も同様の傾向がみられる。このフウ属花粉は更新世前期 (M a3)以降みられなくなり

(古谷・ 田井 1998)、 日本においては絶滅 したと考えられている。この絶滅 したフウ属花粉の検出は試料 4

が古い化石 (古い堆積物)でかなり汚染されているとみられる。また、ハンノキ属も産出状況からみて大半が

古いものとみられる。草本類では、イネ科が最下部において出現率30%を越えるが、上部に向かい急減 し、

最上部において出現率が50%近 くに急増 している。カヤツリグサ科も出現率はかなり低いがほぼ同様の傾向

がみられる。その他、水生植物のサジオモダカ属、オモダカ属、 ミズアオイ属などが産出している。また、

試料 1か らはソバ属 も検出されている。
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第 6章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)

11   12  E― a  E―b  W― a  V― b

樹 木

マ キ属

モ ミ属

ツガ属
マ ツ属 単維 管 束 亜属
マ ツ属複 維 管 束 亜属
マ ツ属 (不 明 )

コ ウヤ マ キ属

ス ギ

イテ イ料 ―イ ヌ ガヤ科 ― ヒノキ科

ヤ ナ ギ属

ヤ マ モ モ属

クル ミ属

サ ワ グル ミ属 ― クル ミ属

イ ヌ シデ

クマ シデ届 ―アサ ダ属
ハ シパ ミ属

カパ ノキ属
ハ ンノキ属

ブナ

イ ヌブ ナ

ヨ ナ ラ属 コ ナ ラ亜 属

コナ ラ属 ア カ ガ シ亜属

ク リ属

シ イ ノキ属

ケヤ キ属
ニ レ属 ―ケヤ キ属
エ ノキ属 ―ム ク ノキ属

モ チ ノキ属

トチ ノキ属

ブ ドウ属

ノ プ ドウ属

ツタ属

ウコギ科

ミズキ属

ツ ツジ科
ハ イ ノキ属

イボ タ ノキ属

ス イ カ ズ ラ属

PO♂ Oθ arpvs
拡bゴ θd
Tsvga
P」 コIIs subgen  frap′ οx/ゴ 0コ

Pゴ コIIs subgen  つ二p′ Ox/ゴ 04

Pゴ コロ, (UnknoW■ )

Sθゴa」 Oprι′s
Orypι O,θ rゴ a 」apοコゴひa(L
T,一 C,

S2」 ゴ/
♂″r'θ a

」Vg'D,S
Pケ θrOo,rya― Jvす」an,
θ,■ pゴ コLld tSθね0コ Osイゴ

' Maxin,θarpゴコVd ― θstrya
∂Ory」 コs
】θιv」 a

4′ ,vd
FD♂ v, θrθ ttBと B Blune
Fagvs Jppο ,メ θa Maxin
OVθ rθ VS Subgen` LeprJOba」 Bコ vs

9口θrθ y, subgen, αァひ
=ο

baFa,Opsls
θa,ι anθ a

θaSι aね 9ps,s
′eFをO ya

L/Jヵ vd ― Zθ」″,7a
θ9=ι ゴdi4Pね B,ant力 9

r」 θ】
■θsθ ,ど us
yl ιゴs
■コpθ′Opsゴ s
Parι力θnOθゴすovs
Araliaceae
θOr4口 ,
Ericaceae
きv囀」OθOs
と」gwstrv〃

と0コェθθra 1

革本

ガ マ属

サ ジオ モ ダ カ属

オモ ダ カ属

イ ネ科

カヤ ツ リグサ 科

ツユ クサ属

イポ クサ属

ミズ アオ イ属

ネ ギ属
ユ リ科

ク ワ科

サ ナエ タデ節 ― ウナ ギ ツカ ミ節

ア カザ科

ア カザ科 ― ヒユ科

ナ デ シ ヨ科

キ ンポ ウゲ科

ア プ ラナ科

キ ジム シ ロ属 近 似 種

他 の パ ラ科

ノア ズ キ属

他 の マ メ科

ア リノ トウグサ属

セ リ科

ネ ナ シカ ズ ラ属
ゴキ ヅル属
ヨモ ギ属

他 の キ ク亜科

タ ンポ ポ亜科

Typ4a
■′メ罰盟a
dagゴ ιιarゴ a

Granineae
Cyperaceae
Bo融9ゴ ゴねa

■ねθゴ」θ,a
MD40θねOr」 a

И′
=ゴ

m盟

Liliaceae
Moraceae

PO」 Fζ94L12 SeCt, Persicaria― Echinocaulon
ChenopOdiaceac
ChenopOdiaceae ― Amaranthaceae
Caryophyllaceae
Ranunculaceae
Cruciferae
cf POケθtt tr」 」a
cther Rosaceae
Dv4bar】 B

other Leguninosae
ra′ οra『ゴ,
Unbelliferae
♂盟scコ ta
4ctrコ οst例

"″

a

4rte〃rdゴ B

other Tubuliflorae
Liguliflorae

1

1

2

4

36

1

114
8

6

7

12

19

10

32

4

7

2

2

452
1

1

シダ植 物

ヒカ ゲ ノカ ズ ラ属

ゼ ンマ イ属

オ オ ア カ ウキ クサ

イ ノモ トソ ウ属

単 条 型胞 子

三条 型胞 子

L′θopOび ,v″

θ制盟盟〕♂a
ユzO′ 】♂ Japοコrθa Fr et Sav
Pι erゴ s

MOれOlete spore
Trilete spore

樹 木 花粉

草 本 花粉

シダ植 物 胞 子

花 粉・ 胞 子総 数

不 明花粉

Arboreal pollen
Nonarも oreal Pollen
Spores
Total Pollen & Spores

Unknown ,ollen

120
77

13

210

14

211
551
14

776

12

131
172
15

318

14

ng.128 花粉化石一覧表
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和 名 学 名

3-1  4-a  4-1  4-b1 4-b2 6

樹木
マキ属
モ ミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不 明 )

コウヤマキ属
スギ属
イテイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
クル ミ属
クマシデ届 ―アサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ届
ヨナラ属コナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属―マテバシイ属
エレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ届
フウ属
ユズ リハ属
モチノキ属
カエデ属
トチノキ属
ブ ドウ属
ツタ属
ツパキ属
ウコギ科
ハイノキ属
イボタノキ届

Poごοcarptrs
Йb=9β

Tsura
P=rus subgen. ,fpFox/2っ コ
Pどコvs (Unk■ owa)
scr,」OprtyS
Oryptoperra
T.― C.

Sp′どx
/yr=ca
」uどfans
a,■ pど,us ― θstrya
】θιvfa
■fnus
Fagug
OuerCus subgen. とっp=」οbaFanus
OuerCus subgen. DycttObBヱ anοpsゴ s

3aSを 2コea

『
asと,,9psf, ― Pasarlf,

yfコ us _ 7θ ヱ々 07a
じθ′を

=s-4pれ
,コDコιねθ

Lど ?v=」B2ber
,,pね n=plンヱヱuコ

r=ex
■cer
■escロヱロo
7=を ゴs

Parをあっnoclsstrs
aa″9=fra
Araliaceae
Fン叩 ヱ。Cο S

L=gustru2

8

33
8

1

1

3

2

3

19
46
1

38
4
4

1

1

1

1

2

６

２

１

１

２

６

４２

‐９

一

１

一

４

１

１

一

３５

５９

一

３３

３

１

一

一

一

一

一

一

一

一

３

・１

８．

．

８

４８

２２

一

１

一

３

１

一

１

・３

４９

一

・５

２

２

一

一

一

一

１

一

一

一

６

一

一

８

５

３

・１

一

３

４９

４２

一

１

一

１

一

５

一

２３

４．

．

２３

２

一

１

１

一

一

一

一

一

１

１

一

一

草本
ヒルムシロ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ届
イボクサ属
ミズアオイ属
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節―ウナギツカ ミ節
アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
カラマツソウ属
他のキンポウゲ科
アプラナ科
バラ科
マメ科
キカシグサ属
セ リ科
ヨモギ属

他のキク亜科
タンポポ亜科

POta2ogetoコ
Й

=ゴ

sコa
SagどととBrfa
Gralnineae
Cyperaceae
Fr=OcBIIヱ οコ

4fae正 ヱθコa
rronocねOrェB
Moraceae
,v″θx

Poど/」onu2 sect, Persicaria― Echinocaulon
Chenopodiaceae ― Amaranthaceae
Caryophyllaceae
TねB=rcιru辺

other Ranunculaceae
Cruciferae
Rosaceae
Leguminosae
,0と ,ど ,
Umbelliferae
■rtep=s=,
other Tubuliflorae
Liguliflorae

Monolete spore
Tr■ lete spore

シダ植物
単条型胞子
三条型胞子

樹木花粉
草本花粉
シダ植物胞子

花粉・胞子総薮

不明花粉

Arboreal pollen
Nonarboreal pollen
Spores
Total Pollen & Spores

Unknown pollen

T。  一C. はTaxaceae― Cephalotaxaceae― Cupresaceaeを 示す

ng.129 水田遺構部の産出花粉化石一覧表
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第 6章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)

和 名 学 名

樹木
モ ミ属
ツガ属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不 明 )

コウヤマキ属
スギ属
イチイ科 ―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
クマシデ属 ―アサダ属
カバ ノキ属
ハ ンノキ属
プナ属
コナラ属コナラ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
ク リ属
シイノキ属 ―マテバシイ届
エ レ属 ―ケヤキ属
エノキ属 ―ムクノキ属
シキ ミ属
フウ属
ユズ リハ属
アカメガシワ属
モチノキ属
トチノキ属
ブ ドウ属
ウコギ科
ツツジ科
エゴノキ属

イボタノキ属
トネ リコ届

Йb=es
Tsura

P=r2u, subgen。  'どp=οxyfο,
P=コlrs (Unkユ oWn)
ScFaごOpFt/s
Oryptω″er=,
T.― C.

Safどx
//rェ θB

εarpFnus ― θsを■ya
】θをuヱB
4ZIPus

Fagvs
OVerCuβ  subgen. L9p=」οba=Bηus

Ouercug subgen. 9/c=obaFa,9ps's
aastB,θ B
εastanOpgFs ― Pas,■ ど,
例コus ― Ze=たo7B
σθ

=ι =β

―イphanaコ ιhe
r=ヱゴじ

=口
ヵ

Lユ9v=」a2ber
Dapね ,ど pねンヱヱu12

/aF=θ tus
rFex
■9scu′ us
7」 をどβ

Araliaceae
Er■ caceae
Styrax
L=」u,trvコ

Fraxュ pus

5

19

1

8

19

6

8

15

10

5

1

15

68
1

19

3

1

1

阜本
ガマ属
オモダカ属
スブタ属 ― ミズオオバコ属
イネ科
カヤツ リグサ科
イボクサ属
ミズアオイ属
ギシギシ属
サナエタデ節一ウナギッカ ミ節

イタ ドリ節
ソバ属
ナデシヨ科
アブラナ科
バラ科
マメ科
セ リ科
シツ科
オオバコ属
ヨモギ属
他のキク亜科
タンポポ亜科

Typれ,
Sagitttarfa
】′/xB ―θtとつ′どB
Granineac
Cyperaceae
Йれθ

=′
θJ2B

Mοコocね orュa
2vITex

Pο′ン
『

つf2u12 Sect, Persicaria―Echinocaulon
P9′ /J9,口刀 seCt. ReynOutria
FagOpンrun
Caryophyllaceae
Cruc■ ferae
Rosaceae
Leguninosae
Umbelliferae
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■g.130 地点 10の産出花粉化石一覧表
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d.流路(E‐、W‐試料)の花粉化石群集

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉29、 草本花粉 17、 形態分類で示 したシダ植物胞子 2の計48で

ある。全試料を通 してみると、樹木花粉ではスギ(約 20～ 32%)と アカガシ亜属 (約 8～ 24%)が最優占する

傾向にある。マツ属複維管束亜属は約 9～ 14%(マ ツ属 (不明)を合めると約14～27%)、 イチイ科―イヌガヤ

科―ヒノキ科は約 5～ 8%、 コナラ亜属は約 2～ 10%、 シイノキ属―マテバシイ属は約 7～ 14%検 出されて

いる。草本類では、イネ科が約31～ 37%と最も多 く検出されている。その他、カヤツリグサ科が約 3～ 16%、

ヨモギ属が約 5～ 6%検出されている。また水生植物のサジオモダカ属、オモダカ属、 ミズアオイ属が 1%

未満～ 3%程度検出されている。
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¬9.131 水田遺構部の主要花粉化石分布図
(樹木花粉は樹木花粉総数、 草本花粉・胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した)

14)考 察

a.弥生時代中期頃 (水田遺構部試料)

アカガシ亜属が高い出現率を示 し、遺跡周辺において広 く生育 し、シイノキ属―マテバシイ属とともに照

葉樹林を形成 していた。また、照葉樹林と共にスギ属やイチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科を主体とした温帯

性針葉樹 も優勢であった。草本類ではイネ科花粉が30%前後と高い出現率を示 し、その大半がイネ属と同様

の表面形態をしている。また、水田、畦畔、流路などによる違いと、花粉化石に出現率の明瞭な違いは認め

られない。その中では、地点 3の大畦畔試料においてはイネ属と考えられるイネ科花粉の占める割合は35%

ほどと、他の地点に比べかなり低 く特徴的である。結果のところでも示 したが、水生植物のサジオモダカ属、

オモダカ属、 ミズアオイ属など、現在の水田において水田雑草として普通にみられる抽水植物群が検出され

ている。この水田雑草群やイネ属型花粉の検出、また、プラント・オパールの検出など、分析を行った各地

点においても水田と考えられる結果となった。 しかしながら、地点4bの試料 2に おいてはサジオモダカ属

(・ :1%以下)
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やオモダカ属、 ミズアオイ属などの水田雑草類はみられず、イネのプラント。オパールも検出されていない。

こうしたことから、地点4-bの試料 2層準においては水田耕作地である可能性は低いと判断できよう。また、

地点13に おいても水田雑草類は得 られておらず、他の地点が粘土を主体としているのに対 し、本地点は砂礫

を主体としていることから、水田耕作地ではないと思われる。また、水田とすれば床土のようなものではな

いかと推測する。なお、遺跡付近での水田稲作は弥生時代前期に開始され、この頃周辺には照葉樹林が分布

していたものと推定されている (古環境研究所 1998)。

樹 木 花 粉 草本花粉・ シダ植物胞子
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ng,132 溝、落込み内堆積物の主要花粉化石分布図

(樹木花粉は樹木花粉総数、草木花粉・胞子は花粉・胞子総数を基数として、百分率で算出した)

b.弥生時代後期～古壇時代 (No.2、 6、 8、 11、 12、 地点 10‐ 2～4、 E‐、W‐試料)

周辺の山麓や段丘上には、比較的高率であるマツ属複維管束亜属、スギ、コナラ亜属、アカガシ亜属、シ

イノキ属が優勢な森林が成立 していたと推定される。また、ツガ属、モ ミ属、コウヤマキ属、イチイ科―イ

ヌガヤ科―ヒノキ科、ニレ属―ケヤキ属、エノキ属―ムクノキ属、クマシデ属―アサダ属、ブ ドウ属なども

混 じっていた。およそは以上のように考えられるが、細かくみると、地点 (試料)1こ より卓越する分類群が

異なるなど、花粉組成にやや違いがみられ、特にマツ属複維管東亜属の出現率は著 しく異なる。周辺の遺跡

においても、垂水・ 日向遺跡 (松下 1992)で は古墳時代後期にマツ属が卓越するとされており、一方、本庄

町遺跡の第 7ト レンチ(パ リノ・ サーヴェイ株式会社 1991)で は古墳時代初頭にマツ属は10%以下と少なく、

常緑樹のアカガシ亜属が卓越するされている。このようにマツ属の出現傾向は地点により異なり、この原因

として複数の可能性があげられる。すなわち、マツ花粉の多 くが流水により運搬され堆積環境により出現率

が異なる場合、局地的に小さな林分が存在 した場合、及び遺物の時期と堆積時期が異なるかあるいは二次的

混入の可能性である。いづれにしてもクロマツは海岸沿いに多 く、アカマツは山麓から高所まで生え乾燥 し

たやせ地にも適応することから、マツの小林分が周辺に存在 していてもなんら問題はない。こうしたことか

ら、これらについては複数の手法による編年にもとづいた地点での検討が必要であろう。
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樹 木 花 粉 草本花粉・シダ植物胞子
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ig.133 流路内堆積物の花粉化石分布図 (1)

(樹木花粉は樹木花粉総数、草木花粉・胞子は総花粉・胞子数を基数として百分率で算出した)
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■9.134 流路内堆積物の花粉化石分布図 (2)

(樹木花粉は樹木花粉総数、草木花粉・胞子は総花粉・胞子数を基数として百分率で算出した)

草本類では、各試料ごとにみると以下のように推定される。No.6の 溝内にはイネ科や抽水植物のサジオ

モダカ属、オモダカ属などが生育 し、No.8で はイネ科やカヤツリグサ科などからなる貧弱な植生であった。

また、No.11の 溝内にはイネ科やカヤツリグサ科、及び抽水植物のオモダカ属や ミズアオイ属などが生育し、

溝斜面や周辺にはヨモギ属が繁茂 していたようである。一方、No.12で はイネ科を主とし、抽水植物のカヤ

ツリグサ科やガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イボクサ属、 ミズアオイ属、浮葉植物のオオアカウキ

クサなどの多種の植物が繁茂 していた。E―、W―試料の流路付近にはイネ科、カヤツリグサ科が日立ち、流

路内にはサジオモグカ属、オモダカ属、イボクサ属、 ミズアオイ属などが生育 していたと思われる。

C。 中世 (地点10-1)

アカガシ亜属が30%程度の高い出現率を示 し、遺跡周辺において広 く生育 し、シイノキ属―マテバシイ属

とともに照葉樹林を形成していた。この照葉樹林とともに弥生時代中期頃から古墳時代にかけて優勢であっ

たスギ属やイチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科を主体とした温帯性針葉樹は勢力をやや狭めたとみられる。

草本類をみると、イネ科花粉が多 く検出され、水田雑草類も検出されていることから水田稲作が行われて

いた。また、この頃遺跡周辺ではソバの栽培 も行われていた。

-136-―



樹 木 花 粉

第 6章 平成10年度の発掘調査(第15次調査)

革本花粉・シダ植物胞子

ダ
樹 革 植
木 本 物
花 花 胞
粉 粉 子

一

三
条
型
胞

子

単
条
型
胞

子

タ

ン
ポ
ポ
亜
刹

他

の
キ
ク
重
科

ヨ
モ
ギ
属

オ
オ
バ

コ
属

セ
リ
利

マ
メ
科

バ
ラ
科

ア
プ
ラ
ナ
科

ナ
デ
シ

ヨ
科

ソ
バ
属

イ
タ
ト
リ
節

サ
ナ

エ
タ
デ
節

―
ウ
ナ
ギ

ツ
カ
ミ
節

ギ

シ
ギ
シ
属

ミ
ズ

ア
オ
イ
属

イ
ポ
ク
サ
属

カ

ヤ
ツ
リ
ク
サ
科

イ
ネ
科

ス
ノ
タ
属

―
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
属

オ

モ
ダ
カ
属

ガ

マ
属

イ
ポ
タ

ノ
キ
属

エ
ゴ

ノ
キ
属

ツ
ツ
シ
科

ウ

コ
ギ
科

ノ
ド
ウ
属

ト

テ
ノ
キ
属

モ
テ
ノ
キ
属

ユ
ズ
リ

ハ
属

フ
ウ
属

シ
キ
ミ
属

エ
ノ
キ
属

―
ム
ク
ノ
キ
属

エ
レ
属

―
ケ
ヤ
キ
属

シ
イ
ノ
キ
属

―

マ
テ
バ
シ
イ
属

ク
リ
属

コ
ナ
ラ
届

ア
カ
ガ

シ
亜
属

ヨ
ナ
ラ
属

コ
ナ
ラ
亜
属

ノ
ナ
属

ハ
ン
ノ
キ
届

カ
バ
ノ
キ
属

ク

マ
シ
デ
属

Ｉ
ア
サ
ダ
属

ヤ

マ
モ
モ
属

ヤ
ナ
ギ
属

イ
テ
イ
科

―
イ
ヌ
ガ
ヤ
科

―
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ
属

コ
ウ

ヤ

マ
キ
届

マ
ツ
属
複
維
管
束
重
属

ツ
ガ
属

モ
ミ
属

中 世

6世紀 後 半

弥 生時 代

後 期

( :1%以 下) 0             100%
■9.135 地点 10の主要花粉化石分布図
(樹木花粉は樹木花粉総数、 草本花粉・胞子は花粉・胞子総数を基数として百分率で算出した)

(5)ま との

弥生時代中期頃は、アカガシ亜属がシイノキ属―マテバシイ属とともに照葉樹林を形成 していた。また、

照葉樹林と共にスギ属やイチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科を主体とした温帯性針葉樹も優勢であった。付近

では水田稲作が行われていた。

弥生時代後期から古墳時代にかけては、マツ属複維管束亜属、スギ、コナラ亜属、アカガシ亜属、シイノ

キ属が優勢な森林が成立 していた。

中世は、アカガシ亜属がシイノキ属―マテバシイ属とともに照葉樹林を形成 していた。弥生時代中期頃か

ら古墳時代にかけて優勢であったスギ属やイチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科を主体とした温帯性針葉樹は勢

力をやや狭めた。付近では水田稲作とともにソバの栽培も行われていた。
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(ゝ f
2221

〕ヽ

24

ng.¬ 37 花粉化石顕微鏡写真 (2)

14・ 15:シイノキ属,No ll(6ト レSD-601), PAL. MY 2299
16・ 17:オモダカ属, No 2(14ト レSD-302), PAL MY 2295,
18-20:サ ジオモダカ属,No 6(14ト レSD-417), PAL MY 2296.
21 ・ 22:ミズアオイ属,No.11(6ト レSD-601), PAL, MY 2298
23・ 24:イネ琴斗, No ll (6ト レSD-601), PAL. ⅣⅣ 2297.

25:ヨモギ属, No ll(6ト レSD-601), PAL. MY 2298.
(スクールは 10μ m)
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4-b

20μ m

ng.138 花粉化石販微鏡写真 (3)

1:コ ウヤマキ属 PLC,SS 1390 試料3-16
2 :スギ属  PLCoSS 1 394  試*斗 6
3:コナラ属コナラ則高 PLC.SS 1398 試料6
4:コナラ属アカガシ亜属 PとC SS 1388 試料 3-1
5:ンイノキ属―マテバンイ属 PLC SS 1389試料 3-1
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第 0章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)

10-b10-a

20μ m

ng.139 花紛化石顕微鏡写真 (4)

6:イ ネ科 PLCISS 1 395 試料 6
7:サジオモダカ属 PLC,SS 1392 試料 6
8 :オ tEダカ属 PLC.SS 1397 試料6
9 :本 ングサ属 PLC SS 1402 試料 11

10:ミ ズアオイ属 PLC.SS 1391 試料 3-1
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11-a

憩

4-a

15-a

花粉化石顕微鏡写真 (5)

111ソバ属 PLC SS 1399 試料 10-1
12:カ ヤッリグサ科 PLC SS 1396 試料 6
13:ョ モギ属 PLC,SS 1400 試料 11
14:他 のキク亜科 PLC,SS 1401 試料 11

15:タ ンポポ亜科 PLC SS 1403 試料 11

11-b

13-b

14-b

15-b

12-a

12-b

20μ m

fig 1 40

■
沖
・〆
′
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第 6章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)

Ⅲ。流路内堆積物中の珪藻化石群集

藤根 久 (パレオ・ラボ)

(1)はじめに

玉津田中遺跡は、明石川の中流域左岸の河岸段丘 もしくは沖積低地に位置する遺跡である。第15次調査で

は、北側 E区においてほぼ東西に走る弥生時代後期～古墳時代前期にかけての流路が検出された。ここでは、

この流路堆積物を対象として珪藻化石を調べ、堆積環境について検討 した。

珪藻は、10～ 500 μ mほ どの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で、殻の形やこれに刻まれた模様などから多 くの

珪藻種が調べ られている。また、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群 も設定されている (小杉、

1988;安藤、 1990)。 一般的に、珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や沼地な

どの水成環境以外の陸地においてもわずかな水分が供給される環境、例えばコケの表面や湿った岩石の表面

などで生育する珪藻種 (陸生珪藻)も知 られている。こうした珪藻種あるいは珪藻群集の性質を利用 して、

堆積物中の珪藻化石群集の解析から、これら堆積環境について知ることが可能である。

修)試料の処理方法

試料は、流路の西側壁面および東側壁面から採取 した堆積物 4試料である。

これらの試料は、以下の方法で処理を行い、珪藻用プレパラー トを作成した。

(1)試料から湿潤重量約 lg程度取 り出し,秤量 した後 ビーカーに移 し30%過酸化水素水を加え,加熱・反

応させ,有機物の分解と粒子の分散を行う。 (2)反応終了後,水を加え 1時間程 してから上澄み液を除去 し,

細粒のコロイ ドを捨てる。この作業を 7回 ほど繰 り返す。 (3)残澄を遠心管に回収 し,マ イクロピペットで

道量取 り,カバーガラスに滴下 し乾燥させる。乾燥後は,マ ウントメディアで封入 しプレパラー トを作成す

る。

作成 したプレパラー トは顕微鏡下1000倍で観察 し,珪藻化石200イ回体前後について同定 。計数 した。

俗)珪藻化石の環境指標種群について

珪藻化石の環境指標種群は,主に小杉 (1988)お よび安藤 (1990)が設定した環境指標種群に基づいた。

なお,環境指標種群以外の珪藻種については,淡水種は広布種として,ま た海水～汽水種は不明種としてそ

れぞれ扱った。また,破片のため属 レベルで同定 した分類群は,その種群を不明として扱った。以下に,小

杉 (1988)が設定 した汽水～海水域における環境指標種群と安藤 (1990)が設定 した淡水域における環境指

標種群の概要を示す。

[外洋指標種群 (A)]:塩分濃度が35パ ーミル以上の外洋水中を浮遊生活する種群である。

[内湾指標種群 (B)]:塩分濃度が26～35パ ー ミルの内湾水中を浮遊生活する種群である。

[海水藻場指標種群 (Cl)]:塩分濃度が12～35パ ー ミルの水域の海藻や海草 (ア マモなど)に付着生活す

る種群である。

[海水砂質千潟指標種群 (Dl)]:塩分濃度が26～ 35パ ー ミルの水域の砂底 (砂の表面や砂粒間)に付着生

活する種群である。この生育場所には,ウ ミニナ類,キサゴ類,アサリ,ハマグリ類などの貝類が生活する。

[海水泥質千潟指標種群 (El)]:塩 分濃度が12～ 30パー ミルの水域の泥底に付着生活する種群である。 こ

の生育場所には,イ ボウミニナ主体の貝類相やカニなどの甲殻類相が見られる。

[汽水藻場指標種群 (C2)]:塩分濃度が 4～ 12パー ミルの水域の海藻や海草に付着生活する種群である。
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[汽水砂質千潟指標種群 (D2)]:塩分濃度が 5～ 26パ ー ミルの水域の砂底 (砂の表面や砂粒間)に付着生

活する種群である。

[汽水泥質千潟指標種群 (E2)]:塩分濃度が 2～ 12パー ミルの水域の泥底に付着生活する種群である。淡

水の影響により,汽水化 した塩性湿地に生活するものである。

[上流性河川指標種群 (」)]:上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。これらにはAcんれαttιん9s属

が多 く合まれるが,殻面全体で岩にぴったりと張り付いて生育 しているため,流れによってはぎ取 られてし

まうことがない。

[中～下流性河川指標種群 (K)]:中～下流部,す なわち河川沿いに河成段丘,扇状地および自然堤防,

後背湿地といった地形が見 られる部分に集中して出現する種群である。これらの種は,柄またはさやで基物

に付着 し,体を水中に伸ばして生活する種が多い。

[最下流性河川指標種群 (L)]:最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。これらの種は,

水中を浮遊 しながら生育 している種が多い。これは,河川が三角州地帯に入ると流速が遅 くなり,浮遊生の

種でも生育できるようになる。

[湖沼浮遊生指標種群 (M)]:水深が約1.5m以上で,水生植物は岸では見られるが,水底には生育 してい

ない湖沼に出現する種群である。

[湖沼沼沢湿地指標種群 (N)]:湖沼における浮遊生種としても,沼沢湿地におれる付着生種としても優

勢な出現が見られ,湖沼・ 沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい。なお、F/・ 9αgιια′けα br9υιstrjαια、

Rconsι r,9配 s、 Fp加泥αια、理切osけ ra soιしごαなどはこの種群に合めた。

[沼沢湿地付着生指標種群 (0)]:水深lm内外で,一面に植物が繁殖 している所および湿地で,付着の状

態で優勢な出現が見られる種群である。

[高層湿原指標種群 (P)]:尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原などのように, ミズゴケを主とした植物群落およ

び泥炭層の発達が見られる場所に出現する種群である。

[陸域指標種群 (Q)]:上述の水域に対 して,陸域を生息地 として生活 している種群である (陸生珪藻と

呼ばれている)。

14)珪藻化石群集の特徴と堆積環境

試料は、流路の西側壁面堆積物 2試料、流路の東側壁面堆積物 2試料である。その結果、全体として海～

汽水種が 1分類群 1属 1種、淡水種が72分類群21属 55種 3亜種、それぞれ検出された (fig.141)。 これらの

珪藻化石から海～汽水種が 1環境指標種群、淡水種が 4環境指標種群をそれぞれ設定した。ここでは、設定

された環境指標種群に基づいて、各堆積物中の珪藻化石群集の特徴および堆積環境について述べる。

[西側壁面 ;fig.142]

珪藻化石の環境指標種群に基づ くと、ほぼ同様の組成を示 し1珪藻帯が設定された。

DI帯 (W― a、 W―b)

堆積物lg中 の珪藻殻数は約2.60x105個 と約3.61x105個 、完形殻の出現率は約20%と約37%で ある。淡水種

から構成され、沼沢湿地付着生指標種群sιαttroれ所spんο9崩 c9配ι9rO泥 あるいはP流配秘ιαrサα υttrけれsな どが特徴

的に出現 した。なお、試料W―bで は、少ないものの中～下流性河川指標種群の珪藻化石も見られた。

こうしたことから、沼沢地環境が推定される。
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[東側壁面 ;fig.143]

珪藻化石の環境指標種群に基づくと、ほぼ同様の組

成を示 し1珪藻帯が設定された。

DI帯 (Ea、 E― b)

堆積物 lg中 の珪藻殻数 は約8.34x104個 と約3.21x

105個 、完形殻の出現率は約26%と 約44%で ある。淡

水種から構成され、陸域指標種群の打開ιzscttα α7pp_

崩οχノsやNωけじ秘ια脇秘ιιcαが特徴的に出現 し、沼沢湿

地付着生指標種群のsιαLtroん 9けspんο9崩c9配ι9roれ など

も出現 した。

こうしたことから、沼沢地環境が伴うもののジメジ

メとした陸域環境が優勢である。

億)考 察

この流路は、標高を減ずることから西側に向かって

流下するが、西側壁面の 2層堆積物は、沼沢地環境が

推定されたが、東側壁面の相当する層位では沼沢地要

素も見られるものの陸域のジメジメとした環境が優勢

であった。こうしたことから、この流路は、この調査

域内においてはジメジメとした場所から流れのない沼

沢地であったことが理解される。なお、こうした状況

は、堆積物がいずれも砂を合まない灰褐色あるいは暗

灰色のシル トであることからも予想される。

引用文献

安藤一男 (1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元ヘ

の応用 東北地理,42,p7388
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種 群

西側 東側

a b a b

1 1 )

15

1

1

2

5

1

2

6

1

1

1

21

210 208 73 209



珪

藻

分

帯

堆
積
物
ｌｇ
中

の
殻
数

完
形
殻

の
出
現
率

広
　
　
布
　
（
Ｗ
）

睦
　
　
域

（
Ｑ
）

沼
沢
混
地
付
着
生

（
０
）

中
？
下
流
性
河
川

（
Ｋ
）

Ｎ
Ｓ
ミ
Ｎ
ミ
巨
醤
暉

ミ
もＳ
ヽ
ミ
ゝ
ミ
Ｒ
Ｓ

ミ
ミ
毯
ミ
『
ヽ
さ
ミ
氏
§
§
【

ミ
ミ
Ｓ
Ｓ
代
ド
式
【ヽ
ベ
ミ

ζ
Ｓ
聟
贄
ミ

ミ
氏
喜
ド
ミ

ミ

忌

ミ
尽

式

為

ペ

ミ

ミ
ミ
ミ
ミ

醤
澪
ヽ

ミ

ヽ
ヽ
ヾ
ド【卜
【、　
ヽ
〔
、ζ～
ゝ
§
ヽ

、ド

ミ

、
ミ
、ヽ
～、
ミ

ミ
苺
さ
ヽ
慕
ミ
芍
ミ
ミ

ミ
ミ
～き
Ｓ

ミ
ミ畿
ミ
ミ

毯
葛
尽
ゝ
ミ

ミヽ
ミ

ミ
ミ
ミ

ド
ミ
ミ
ヾ
§

“
ミ
§
、
れ
超ヽ
ｓ
寒
ミ
【

ミ
ミ
～き
Ｇ

ミ
毬
ミ
Ｇ

、
ミ
ミ
ミ
筍
れ
亀
患
ヽ
こ

追
Π竜
遥
ぺ
、
わ
竜
ミ
ゝ
ｄ

ミ
ミ
母
畳

さ
ミ
、ミ
亀
ミ

Ｒ
ゝ
苺
ヽ
襲
§
§
ミ

§
漁
ミ
【
ヽ
ミ
や
ゞ
ミ

き

ヽ
ド

ミ
穏

ミ

Ｎ
ミ
ミ
Ｓヽ
式
§
ミ
ミ
れ
赳ヽ
Ｓ
ｓ
ミ
恥

れ
↓ヽ
Ｆ
鷺

ヽ
Ｒ
ヽ
ミ
ミ
一ミ

ミ

ヽ

ミ
氏
亀
ミ
ミ

棗
卜
も
§
さ
ミ
ミ

『
ミ
さ
さｓミド
ミ

静
ミ
～代

ロ
ミ
�
ミ

ミ
曽
ミ
昌

式

ヽ
Ｒ
ミ
艮
帯

母
Ｒ
で

ヽ
ミ
毯
艮
ゞ

ミ
ヾ
ミ
き
ヽ
ミ
亀
ミ
§

k     O      Q                W

(● (1%) i

(0.5%以上の分類群を表示)

H=21.lXXlm一――

ng.142 西側壁面堆積物中の珪藻化石分布図

H=23.lXJOm―――

H=22.lXXlm―……

OW― a

wヽれ

● oE― a

●

E`一 b

海水域   淡水壊

珪

謀

分

帯

堆

積
物

ｌｇ
中

の
殻

数

完

形
殻

の
出

現
率

広
　
　
布

（
Ｗ
）

陸
　
　
域

（
Ｑ
）

沼
沢
湿
地
付
着
生

（
０
）

湖
沼
沼
沢
湿
地

（
Ｎ
）

海
水
泥
質
千
潤

（
Ｅｌ
）

Ｎ
凸
拠
↓　
一ド
ミ
Ｈ
ミ
苺
藪
．

４
§
母
§
ミ
氏
穐
懲ド
ミ

【
「ヽも匙弓
ｈ
～い
、
、↓　
、【ミ、
ぃ
Ｎヽ
ふ
ヽ

ミ
ミ
ヽ
ミ

、過
輔
ミ
ミ

§
ミ
ミヽ
ミ
ミ
い醸
ミ
晏

ミ
さ
ミ
、

§
晨
§
§
§

れ
Ｒ
ミ

ミヽ

ヽ
ミ
ミ
当
ミ

ミ
苺

ミ

邁

縄
暮

彎
～ミ
ミ

弩

§

ミ
§
姿
ミ
ヽ
「ヽ恩
ミ
Ｇ

ｋ
【ミ
ｓ
ミ
§
Ｓ
ミ

§
姿
ミ

ミ
ミ
ｋ
ミ

ミ
患
性
§

葛ヽ
技
ミ
襲

墨

ミ

ミ

ミ
§

ミ
慕

ミ

罵

ミ

ミ

ミ

亀§
ミ
§
ミ
甕
ミ
ミ

懺
、ミ
懲

輪ヽ

れ
竜
貴
ミ

ヽ
■
Ｓ
ミミ
ミ

ミ
ミ
～
爵
べ
弓

ミ
氏
弩
ミ
ミ

黎
越
ミ
碁
ミ
ミ

ヽ
Ｒ
§
再ミ
ミ

負
“
ミミ
ミ
ミ

ミ
ミヽ
種
崇

鷺
ミ
為
、
苺

穏
き
ζ
§
、
ミ

ミヽ
ミ

ミ

【ミ

ド
鷲

襲

ミ
ミ
懲
ミ
ヾ
～ミ載
ミ
選
．

H=21.lXlllm―――

向g.143 東側壁面堆積物中の珪藻化石分布図
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第 6章 平成10年度の発掘調査 (第15次調査)
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Ⅳ.水田畦畔出土木材の樹種同定

松葉礼子 (パ レオ・ラPTh)

(1)はじφに

兵庫県神戸市西区にある玉津田中遺跡から出土 した木材の樹種を同定 した。玉津田中遺跡は、明石川東岸

の沖積地に立地 し、縄文時代～中世までの遺構を含む複合遺跡である。今回木材が確認された遺構は、第15

次調査A,B区弥生時代中～後期に相当する水田畦畔から出土 した杭や護岸材、鳥形木製品、木包丁である。

これらの木製品の性格を明らかにするために樹種を同定 した。

12)分析試料と方法

分析対象試料は弥生時代水田畦畔から出上 した杭や護岸材、鳥形木製品、木包丁など計45点である (fig。

145-146)。
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筋

・ ｍ
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QuerCus scct,Prinus
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Cyclobalanopsis
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クリ

シイ属

コナラ属コナラ節

コナラ属クヌギ節

アカガシ正属

サカキ

ムクロジ

ng.14S 畦畔 拡大図
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サンプル器号 遺物名 台帳番号 樹 種 時 代

1 丸 杭 Vヽ-1 ヤナギ属 弥生時代中～後期

2 丸 杭 Vヽ…2 ヨナラ属コナラ節

3 九 杭 肝ヽ-3 コナラ属コナラ節

4 丸 杭 W
「ヽ-4 コナラ属コナラ節

5 丸 杭 ヽヽ「-5 ヨナラ属コナラ節

6 丸 杭 ヽヽ「-6 コナラ属コナラ節

7 丸 杭 覇「-7 コナラ属コナラ節

8 丸 杭 ヽヽ「-8 ク リ

9 丸 杭 輛「-9 ヨナラ属ヨナラ節

矢板状杭 Vヽ-10 ク リ

矢板状杭 輛「―H シイ属

矢板状杭 輛I-12 シイ属

丸  杭 WV-13 ヨナラ属ヨナラ節

丸 杭 Vヽ-14 コナラ属ヨナラ節

丸 杭 Vヽ-15 コナラ属ヨナラ節

矢板状杭 W-16 ムクロジ

矢板状杭 覇トー17 コナラ属ヨナラ節

矢板状杭 「ヽ-18 コナラ属コナラ節

矢板状杭 ヽヽ「-20 コナラ属コナラ節

丸  杭 Vヽ-21 ヨナラ属ヨナラ節

丸  杭 ヽヽ「_23 コナラ属クヌギ節

丸  杭 |ヽ「-24 ヨナラ属ヨナラ節

丸 杭 ヽヽ「-25 ヨナラ属クヌギ節

24 丸 杭 あヽ「-26 サカキ

丸 杭 ヽヽオー27 ヨナラ属クヌギ節

丸 杭 |ヽ「-28 コナラ属クヌギ節

丸 杭 ヽヽた-29 コナラ属クヌギ節

28 護岸材 (自 然木) 両ヽトー30 サカキ

護岸材 (自 然木) 肝ヽ-31 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) ヽヽ「-32 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) ヽヽ「-33 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) Vヽ-34 ヤナギ属

33 護岸材 (自 然木) WV-36 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) W 「ヽ-37 シイ属

護岸材 (自 然木) Vヽ-38 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) W-39 ヤナギ属

護岸材 (自 然木) Vヽ-40 コナラ属クヌギ節

38 丸 杭 ヽヽ「-41 コナラ属クヌギ節

丸 杭 覇「-42 ヤナギ属

矢板状杭 WV_43 シイ属

41 矢板状杭 ヽヽ「-44 ヤナギ属
刀
■ 矢板状杭 W-45 ヤナギ属

43 木包丁 W-46 ヨナラ属クヌギ節

44 鳥形木製品 ∇V-65 アカガシ亜属

45 自然木 W-66 ヨナラ属コナラ節

■g.146 第15次調査出土木材の樹種同定結果
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同定には、木製品から直接片歯剃刀を用いて、木材組織切片を横断面、接線断面、放射断面の 3方向作成

した。これらの切片は、ガムクロラールにて封入 し、永久標本とした。樹種の同定は、これらの標本を光学

顕微鏡下で観察 し、原生標本との比較により樹種を決定 した。これらの内、各分類群を代表させる標本につ

いては写真図版にし、同定の証拠とする。なお、作成 した木材組織プレパラー トは、標本番号を付 し (株 )

パレオ・ ラボで保管されている。

同定根拠

ヤナギ属 Sαιtt Salicaceae fig.148 1a-lc:ヽ V-1

やや小型で丸い管孔が、単独あるいは 2～ 3個放射方向に複合 して多数存在する散孔材。道管の直径は年

輪界に向け徐々に減少する。道管の穿孔は単一。放射組織は単列の異性で、道管と放射組織間の壁孔は峰の

巣状を呈 し密である。

以上の形質により、ヤナギ科のヤナギ属の材と同定 した。日本に産するヤナギ属には、34種 が合まれる。

ク リ  Cα sια配9α Grgngια Sieb. et Zucc. Fagaceae fig。 148 2a-2c:ヽ /ヽ-10

年輪の始めに、やや放射方向に伸びた大型の丸い管孔が一列に並ぶ環孔材。晩材部では、小型で、薄壁の

角張った管孔が、火炎状から放射状に配列する。道管の穿孔は単一。木部柔組織は、晩材部で接線状から短

接線状。放射組織は単列同性。黒色を呈する事が多い。

以上の形質より、ブナ科のクリの材と同定 した。クリは北海道～九州までの温帯～暖帯にわたって広 く分

布する落葉性高木あるいは中高木である。

シイ属  Cα sιαttopsけs Fagaceae fig。 148 3a-3c:W-11

大型で丸い道管が単独で、年輪界にまばらに間隔を置いて一列に並ぶ環孔材。晩材部では徐々に径を減 じ

た薄壁の多角の道管が火炎状に並んでいる。道管の穿孔は単一。木部柔組織は接線状。放射組織は単列同性。

以上の形質により、ブナ科のシイ属と同定 した。シイ属には常の緑高木スダジイ (福 島 。新潟県以西～屋

久島)と ツブラジイ (関東地方以南～屋久島)が合まれている。

コナラ属クヌギ節 Q秘9rcttS Sect,Ccrrけ s Fagaceae fig。 149 5a-5c:覇「-27

年輪のはじめに丸い大道管が一列に並び、晩材部では徐々に径を減 じた丸い道管が放射方向に配列する環

孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は複合放射組織と単列からなり、いずれも同性。放射組織道管間の壁孔

は柵状を呈する。木部柔組織は接線方向に帯状に分布 している。

以上の形質により、ブナ科のコナラ属クヌギ節の材と同定 した。クヌギ節にはいずれも落葉高木のクヌギ

(岩手県以南～琉球)と アベマキ (山形県以西～九州)が合まれる。

コナラ属コナラ節 o秘9rcttS Sect.Pr加秘s Fagaceae fig,149 4a-4c iヽ 「ヽ-1呈

大型で丸い道管が単独、時に複合 して年輪界に一列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減 じた多角で薄

壁の道管が散在 し火炎状を呈 し、木部柔組織は接線状に配列する。放射組織は単列と大型の複合放射組織か

らなり同性。道管放射組織間壁孔は楕円形の対列状～柵状。

以上の形質により、ブナ科のコナラ節の材と同定 した。コナラ節には、カシワ、 ミズナラ、コナラ、ナラ

ガシワ等が合まれ、いずれも落葉高木である。
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第 6章 平成10年 度の発掘調査(第 15次 i周 査)

アカガシ亜属 Subgeno cν cιObαιαttοpsけs Fagaceae             fig.1496a～ 6c:W-65

中型で厚壁の円形の道管が単独で放射方向に幅を持って配列する放射孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組

織は 1～ 3細胞幅程度の接線方向の帯状を呈す。放射組織は単列同性で、時に複合状となる。放射組織道管

間の壁子しは柵状を呈す。

以上の形質により、ブナ科コナラ属アカガシ亜属の材であると同定 した。日本に産するアカガシ亜属には

8種が合まれ、いずれも常緑高木。

サカキ Cι 9夕 9′α力叩θttGα Thunb.i C.ocん舷πcα DC.,Sαんαんけα θcん脆αθ9α (DC)Nakai Theaceae

fig。 150 7a-7c i 1ヽ/-30

小型で多角の道管が単独もしくは複合 して均―に散在する散孔材。道管の穿孔は、横棒の多い階段状、木

部柔組織は散在状。放射組織は顕著な異性で単列、もしくは一部で 2列。道管と木部柔組織間の壁孔は対列

状～階段状。

以上の形質によリツバキ科のサカキの材と同定した。サカキは常緑の小高木で、本州 (茨城・石川県以西)

～九州に分布する。

ユ、クロジ Sゅれご税S 馳税んOrosst Gaertn.  Sapindaceae                      fig。 150 8a-8c iヽ V-16

大型の道管が単独あるいは 2～ 3個複合 して年輪界に並ぶ環孔材。晩材では小型で薄壁の道管が、複合 し

て放射方向に帯状に配列する。木部柔組織は、連合翼状を呈 し著 しい。道管の穿孔は単一、内壁に微細な螺

旋肥厚がある。道管内には、黄褐色のゴム状の物質が詰まる事が多い。放射組織は、 2～ 4細胞幅程度、輪

郭は不整で同性である。

以上の形質から、ムクロジ科のムクロジの材と同定 した。ムクロジは落葉高木で、茨城 。新潟県以南～琉

球の暖帯から亜熱帯に分布する。

13)結果と考察

確認された樹種は、ヤナギ属、クリ、シイ属、コナラ属コナラ節、コナラ属クヌギ節、アカガシ亜属、サ

カキ、ムクロジである。これらの樹種は、いずれも暖温帯に分布する樹種である。弥生時代神戸市の植生は、

アカガシ亜属を中心とした常緑広葉樹林が想定されており (松下,1992:南木,1992)、 今回確認された樹

種はこれらの結果とほぼ一致 している。同定を行った木材の大部分は製品や加工材であり、直接的に植生を

反映しているとは考えられないが、花粉分析などの結果から周囲の森林から伐採された木材を利用 している

と考えられる。

樹種を同定 した木製品は鳥形木製品、木包丁、丸杭、矢板状杭、護岸材、自然木である。鳥形木製品は、

アカガシ亜属、木包丁はコナラ属クヌギ節である。丸杭・矢板状杭には、コナラ属コナラ節、コナラ属クヌ

ギ節、シイ属など比較的丈夫な材質をもつ樹種が選択されている。さらに、これらの樹種は出上位置の違い

をも示 している (fig.145)。 畦畔南側の杭列ではヨナラ属コナラ節が多 く、北西の杭では、コナラ属クヌギ

節が多い。コナラ属クヌギ節、コナラ節で構成されている杭列は比較的間隔が一定で畦畔の稜線付近に打た

れている。護岸材 (自然木)と されているものの大部分はヤナギ属であった。ヤナギ属は、河畔などに好ん

で自生する性質があり、材質が軽軟であることから特定の製品に利用されることの少ない樹種である。今回

確認されたヤナギ属大部分は木材が寝た状態で出土 していることから、自然木の可能性 も考えられる。その
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他の樹種は確認点数も少ないことから、上記のような人為的な特徴は見出せなかった。

これらの結果から、周辺の暖温帯の森林を背景として杭などに材質の堅いコナラ属クヌギ節・コナラ節な

どを選択していることがわかった。コナラ属クヌギ節とコナラ節の杭は出上位置がことなることから、杭を

作成した際の何らかの違いを反映している可能性が指摘できる。ヤナギ属と同定された木材の大部分は、材

質や出土状態から製品の可能性は低いと考えられる。ほかに鳥形木製品にアカガシ亜属が、木包丁にクヌギ

節が使用されているが出土点数がすくないために人為的な選択などの特徴は捕らえられなかった。

樹種
木菫品 木包丁  丸杭  矢板状杭

 (看黛梁)自然木 総 計

ヤナギ属

シイ属

ヨナラ属ヨナラ節

コナラ属クヌギ節

アカガシ亜属

サカキ

ムクロジ

■g。 147 木製品と樹種の関係=覧表
総 計

引用文献

松下まり子(1992)垂水 。日向遺跡の花粉分析と古環境.神戸市垂水区垂水・日向遺跡第 1, 3, 4次 調査 (日 向地区,陸ノ町地区)」,18牛 195p.

神戸市教育委員会

南木睦彦(199か 日向遺跡の大型植物化石と古環境!神戸市垂水区垂水 。日向遺跡第 1, 3, 4次 調査 (日 向地区,睦ノ町地区)」,241-'74p:神

戸市教育委員会

ク リ

刀
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第 6章 平成10年 度の発掘調査(第 15次 調査)

laヤナギ属 bar:lmm  llV l l b

2aク リ banl mm W10 2b

3aンイ属           barl mm W l1 3b

ng.148 第 15次調査出上の木材組織頭微鏡写真 (1)

同

一-153-―
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6aアヵガシ亜属      barl mm  W-65 6b

¬g。149 第 15次調査出上の木材組織頭微鏡写真 (2)



第 6章 平成10年 度の発掘調査(第 15次 調査)

7aサカキ barll mm   ペー30 7b

8aムクロジ bar:lmm    VV-16  8b

ng 150 第 15次調査出上の木材組織頭微鏡写真 (3)
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V。 遺構,流路内より出上した大型植物化石分析

新山雅広・吉川純子 (パ レオ・ラボ)

(1)は じめに

玉津田中遺跡は縄文時代から中世の複合遺跡であると同時に、大規模な弥生時代の集落であることが確認

されている。ここでは、遺跡周辺の古植生および栽培・利用状況を推定する目的で大型植物化石の検討を行っ

た。大型植物化石の検討は、1)現地取 り上げ試料、2)土壌を水洗後現場で拾い上げられていた試料、3)土壌

を0.25mm目 の飾で水洗後実体顕微鏡下で拾い上げられた試料について行った。

12)結果および考察

a.第 4次調査で出上した大型植物化石

第 4次調査で出土 した大型植物化石の一覧表をfig.151に 示す。試料は107の みがSD107か ら出上 した試料

で、あとはすべてSD601か ら出土 した試料である。

SD107で 出土 したのは、モモのみであった。核は破片であったため、大きさ等はわからない。

SD601は上層の古墳時代前期の灰色粘土から出土 したものである。木本で出土 したのは、モ ミ、クスノキ

科、モモ、バラ科、サンショウ、カラスザンショウ、ブ ドウ属、ヒサカキ、ムクロジ、クマノミズキであり、

利用植物はモモのみ、やや多かったのはブ ドウ属である。木本のうち、モミは温帯の針葉樹、クスノキ科、

ヒサカキは常緑、サンショウ、カラスザンショウ、ムクロジ、クマノミズキは温帯の落葉広葉樹である。こ

れらは周辺に生育 していたものが堆積 したと思われ、周辺は落葉樹と常緑樹の混 じった林だったようである。

草本で出上 したのは、水域に生育する浮葉植物のコバノヒルムシロ、抽水植物のミクリ属、ヘラオモダカ、

ウキヤガラ、ホタルイ属、コナギ、イボクサ、食用や利用植物はイネ、アワ、アサ、セリ近似種、 ヒョウタ

ン、 ヒョウタン仲間、メロン仲間である。そのほかの車本ではエノコログサ属、イヌビエ近似種、イネ科、

カヤツリグサ科、スゲ属、ユリ科、カナムグラ、ギシギシ、ボントクタデ近似種、サクラタデ近似種、 ミゾ

ソバ、ハナタデ近似種、タデ属、ノブ ドウ、セリ科、アオツプラフジ、 ヒユ属、ナス属、シソ属、スズメウ

リを出土 した。この遺構は流路であり、草本の浮葉植物、抽水植物はこの流路内に生育 していたものと思わ

れる。乾燥 した場所に生育するエノコログサ属、 ヒユ属、ギシギシ、ハナタデ近似種などの雑草は周辺に生

育 していたものが流れ込んだと思われる。また、ブ ドウ属、カナムグラ、アオツプラフジ、スズメウリといっ

た蔓植物は、水路の周囲に低木があり、それらが絡み付いていたと考えられる。利用植物は、人が利用後に

廃棄 したか、流れ込んだものであるう。但 し、 ヒョウタン仲間は果実と種子の両方が出土 しており、祭祀的

な意味合いで水路や井戸などにわざわざ沈めたり流 したりすることがあるという。

b.第 5次調査で出土した大型植物化石

第 5次調査で出土 した大型植物化石の一覧表をfig.1521こ 示す。試料番号 1か ら17は古墳時代前期、 18か

ら23及 び29は弥生時代後期、24か ら26及 びNo.3大畦畔は弥生時代中期、27、 28は時代不明である。

古墳時代前期からは木本はモ ミ、エゴノキ、クスノキ科、モモ、サクラ節、キイチゴ属、ブ ドウ属、ムク

ロジ、イイギリを出上 した。このうち、モモは食用とする。モミ、クスノキ科、イイギリなどは周辺の林に

生育 していたと考えられ、エゴノキ、ムクロジなどは比較的水路の周囲に生育 していたのではないだろうか。

ブ ドウ属のほか、草本のカナムグラ、ソバカズラといった蔓植物はおそらく水路の周囲の低木に絡み付いて
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ng。 151 第 4次調査出土大型植物化石一覧表 〔(  )内 は破片の個数〕
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れg152 第 5次調査出土大型植物化石一覧表 〔(  )内 は破片の個数、No.3大畦畔は 100ccあ たりの個数〕

一-157-―



いたと考えられる。草本では、浮葉植物のコバノヒルムシロ、拍水植物の ミクリ属、ウキヤガラ、ホタルイ

属、利用植物のアワ、アズキ近似種、 ヒョウタン、メロン仲間を出上 した。ほかにはやや湿った場所に生育

するボントクタデ近似種、 ミゾソバ、タカサブロウ、乾燥 した場所に生育すると思われるカヤツリグサ属、

スゲ属、オオイヌタデまたはサナエタデ、カタバ ミ属、スミレ属、メハジキ、キランソウ属、イヌコウジュ

属を出土 した。利用植物はおそらく人が利用 した後などに流れ込んだと思われる。

弥生時代後期からは木本はクスノキ科、モモを出土 した。草本では食用のイネ (炭化)、 アワ、メロン仲

間と蔓植物のカナムグラを出土 した。いずれも出土個数は少なく、排水などか、人間にくっ付いて当時の水

田に運ばれたと思われる。また、水田であるため冬期は乾燥するという条件から、大型植物化石は残 りにく

いと思われる。

弥生時代中期からはイネの炭化胚乳のみを出土 した。おそらく焼木、炭に伴って堆積 したものであろう。

また、No.3大 畦畔では産出した分類群の中ではホタルイ属が圧倒的に多 く、堆積の場に生育 していたと考

えられる。ついでカヤツリグサ科と思われる果実、コナギ、オモダカ科が多い。ホタルイ属、コナギ、オモ

ダカ科はともに浅い水域の広がる場所に生育する。また、ほかに産出している、イボクサも浅い水域によく

生育 している。シャジクモ属、イバラモ属は植物体全体が水中で生育 している、沈水植物である。ノミノフ

スマ近似種は水田の畦畔などによく生育 している。試料の堆積 した場所は、ある程度水深がある、畦畔など

の乾燥 した場所からの流入 もあるような場所だったと考えられる。

C。 第7次調査で出土した大型植物化石

第 7次調査で出土 した大型植物化石の一覧表をfig.153に 示す。第7次 の時代等は不明である。木本では

モ ミ、クロマツ、イチイガシ近似種、アカガシ亜属、コナラ属、モモ、カラスザンショウ、ブ ドウ属を出土

し、草本はカナムグラ、スズメウリを出土 した。このうち、人間に関連するのはモモのみである。周辺の林

を構成する樹木から大型植物化石が供給され、周囲の低木に絡んでいたブ ドウ属、カナムグラ、スズメウリ

といった蔓植物が堆積 したのであろう。

E柿 1lR lS 152 155 ル 1 ナシ2

モ ミ
翼 ZZ

種鱗 7

ク ロ マ ツ |:]ミ :

イチイガシ近似種

アカガシ亜属
3

コナ ラ属 異 (3)

モ モ 核 10) 4(5) 1

カ ラスザ ンシ ョウ 種 子 1

ブドウ属A 種 子

ブドウ属B 種 子 2

カナムグラ 種 子 27 3
ス ズ ズウ ! 涌 子

)内 は破片の個数〕Πg 153 第 7次調査出土大型植物化石一覧表 〔(
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d。 第15次調査で出土 した大型植物化石

第15次調査では古墳時代前期の ドングリピットかと予想される土坑 (SK-11)が確認され(fig.155)、 その中

層 (7層 )、 下層 (8層 )、 最下層 (9層 )の 大型植物化石の検討を行った。大型植物化石は堆積物数 リットルを3mm

目の飾で、また堆積物100ccを0.25mm目 の飾で水洗後拾い上げた(fig,154)。

木本で出土 したのは、クリ、エノキ属、スモモ、モモ、キイチゴ属、サンショウ、ブ ドウ属であり、利用

植物はクリ、スモモ、モモである。エノキ属、サンショウは温帯の落葉広葉樹であり、周辺に生育 していた

ものが堆積 したと思われる。ブ ドウ属は周囲の低木に絡み付いていたのであろう。

車本では利用植物のイネ、アサ、マメ科、シソ近似種、エゴマ近似種、メロン仲間、抽水植物のホタルイ

属、やや湿った場所に生育するミゾソバ、ヤナギタデ、乾燥 した場所に生育するエノコログサ属、シロザ近

似種、 ヒユ属、カタバ ミ属、蔓植物のカナムグラを出土 した。

分類群 部位
中 〔7 下 8 最 耳

0.2511ul 311ull 〕。2511ull 311ull 〕。2511ull 311ull 合 計

ク リ
果察 ※2～ 3 ※2～ ※0.5 ※0.5 ※ 2 〉(2

膨化 果察 1

エ ノキ属 核 1 1

ス モ モ 核 1 1

モ モ
骸 2 2 1 1

含害痛減 3 3 1 1 1

キイチゴ属 宏 1 1

サンショウ 障子 1 1(1)

ブ ドウ属A 障子 1

ブ ドウ属B 障子

不  [ 8 2 10 1 と

イ ネ
"磋

化穎 5罠 2 2 1 1

と化耳盃扉| 23 23 7 7 1
ｒ
υ 7

t炭化穎 》(365 ※365 》(94 》(94 》(1707 ※1701

'イ

比巣百 (3) (2) (5)

イ ヌ ビエ 穎 1
つ
じ 3 2 2

エノコログサ属
麺 1 2 2 24 24
炭イ比類 1 1 1

ホタルイ属 果 実 1

カナムグラ 種 子 2(2) 2(2) 1

ア サ 種 子 4 4(1 (4) 2 2(4)
ミズ属 種 子 2 2

ミブ`ノ`バ 果 実 1 2
つ
０ 1(1)

ヤナ ギ 々ギ 果 実 1

シ ロザ 析 rLII締 種 平 2 2 2(1 2(1

ヒユ属 種 子 2 2 1 1

マメ斜A 炭イh種子 1 1

マメ科 B 炭化種 平 1 1

カ タバ ミ属 憶 子 1 2 2
S/｀ ブ→斤Tげ 斉 果 実 1

エゴマ近似種 果 実 1 4 4
シ ノ`万三 果 実 (2) 1

シ ノ`スユ 果 実 1

ナス属 睡子 1

ナス科 饉 子 1 1

メロン仲 FBR 饉 子 2(1) 2(1 4 4
菌核

∩
ジ 9

)内は破片の個数、 ※は破片から算出した推定個数〕
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当初、SK-111ま ドングリピットのような貯蔵穴と予想されていたが、貯蔵されていたと思われる種実は出

土せず、クリ果実破片、スモモ核、モモ核、イネ炭化胚乳、マメ科炭化種子など人が利用後に廃棄 したか流

れ込んだと思われる種実類が出土 した。また、種実以外にも枝材が多数と礫や比較的大きな土器片が少 し合

まれていた。これらのことから、SK lllま おそらくゴミ穴のような性格の遺構と推測される。

H=21,000m

■9 155 SK-11の 土層断面図

(3)まとめ

a.弥生時代中期～弥生時代後期

木本は出上分類群数・ 個数共に少な く、 クスノキ科 とモモのみが出土 した。草本は利用植物 としてイネ、

アワ、メロン仲間が出土 した。

b.古墳時代前期

周辺 には温帯の針葉樹のモ ミ、常緑のクスノキ科、 ヒサカキ、温帯の落葉広葉樹のエノキ属、サクラ節、

サ ンショウ、カラスザ ンショウ、ムクロジ、イイギ リ、 クマノ ミズキなどが生育 してお り、落葉樹 と常緑樹

の混 じった林が存在 していたことが予想 された。付近にはエゴノキ、ムクロジなどが水路 (SD601)の 周囲な

どに生育 してお り、 ブ ドウ属、カナムグラ、 ソバカズラ、アオツプラフジ、スズメウリといった蔓植物が絡

み付いていたと考え られた。また、水路内には浮葉植物のコバノヒルムシロ、抽水植物の ミクリ属、ヘラオ

モダカ、 ウキヤガラ、ホタルイ属、 コナギ、イボクサなどが生育 していた。食用や利用植物 としてはクリ、

スモモ、モモ、イネ、アワ、アサ、アズキ近似種、マメ科、セ リ近似種、 シソ近似種、エゴマ近似種、 ヒョ

ウタン、 ヒョウタン仲間、 メロン仲間が出土 した。

(4)主な大型植物化石の形態などの記載

クリ  Cαs施胸  cr9んαtt Sieb. et Zucc. 果実

SK-11か ら出上 した。完形の ものはないが、 中層 (7層)か ら出上 した 1点 はおよその大きさが推定可能で

あ り、幅約35mmと 大きい。栽培 されていたか、人の管理下に置かれていたと考え られる。なお、最下層 (9層 )

か ら出土 した破片の中には、一部分が炭化 した ものが 1〕ミみ られた。

イチイガシ近似種 o税 9rcttS Cf.gけιυα Blume 葉

葉の破片であるが、鋸歯の特徴、裏側に茶色の毛が密布することからほぼイチイガシであると思われる。

9(最下層)
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サ ン シ ョウ Zα ttιん∝ ダ 税駒 pわ 9rjし ,攪 (Linn。 )DC.種 子

種子は精円球形、黒色で堅 く表面にはやや細かくやや規則的な網目がある。ひとが香幸料などで利用する

場合がある。

カラスザンショウ Z開洗ο効 用 所ιαttιんοけJ9s Sieb.et Zucc.種 子

種子はサンショウに似るが、網目が大きく不規則で網が極端に突出し、ごつごつしている。

ブ ドウ属A ttιけsA 種子

種子は4.2～ 4.5ミ リでやや縦に長い心形である。

ブ ドウ属 B ttιけsB 種子

種子は3.1～ 3.5ミ リでやや円に近い心形である。

ヒサカキ E税っαブ叩οttCα Thunb.種 子

種子は厚みのある偏四角形で黒褐色で光沢があり、規則的な網目がある。

シャジクモ属 Cんα′α 卵胞子

長さ0.6mll程度で縦に長い偏球形、黒褐色で膜は薄く、表面には螺旋に鰭状の突起がついている。水溜り

程度の水域でも生育できる。

イバラモ属 Ⅳ万αs 種子

長さは1.6mm、 弓状の細長い円筒形で、褐色、表面にはやや細かい網目模様がある。やや水深のある池や

水田などに多く生育している。あまり富栄養化した水域には見られない。

コバノヒルムシロ POιαttog9ιοtt crど sιαιtts Regel et Maak.果 実

果実は渦巻きの形をしており、上端に突起があり、片側の縁にヒレ状の突起がある。

ヘラオモダカ Aιけsttα Gα ttα ιどc税どαιttR A.Br.et Bouche 果実

果実は楕円形扁平でやや厚 く、縁となる背中の部分に溝が一本ある。

オモダカ科 Alismataceae 果実

果実であるが、やや風化 して表面がよくわからないため、種の同定には至らなかった。中の種子も脱落 し

てしまっている。狭い扇型で褐色、厚 く軟 らかい。

イネ 0っzα sαιけυα Linn.炭化穎果、炭化胚乳、未炭化穎、炭化穎

SK-11か らは未炭化の穎片が多量に出土 した。完形のものは数個程度である。一覧表中の推定個数は、穎

の基部を計数 して算出した。

ホタルイ属 Sctrptts 果実

果実が破片になったものである。黒褐色でやや光沢があり、表面には少 し横 じわがある。

カヤツリグサ科 ? Cyperaceae? 果実

果実は 3稜形、膜は薄 く白黄色、基部に針状の突起が 3本あり、先端が槍のように 3つ に分かれている。

果実の形からカヤツリグサ科ではないかと思われるが、よくわからない。

イボクサ A泥 9どι9恥αん9しsαtt Hassk,種子

種子は四角い楕円形から偏三角形と不定形で、中央に褐色で細長い一文字型の溝がある。表面には細かい

網目模様があり、種皮が大変薄 くなっているものもある。′

コナギ Mοれοcんοttα xぽι£αιιs(Burm.fil.)Presl var.pιαんια」ん9α (Roxb.)Solms― Laub.種子

種子は長い円筒形で、縦に数本の条があり、さらに横に細かく線が入る。種皮が大変薄 くなっているもの

もある。
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ノミノフスマ近似種 cf.助 9ιια′けα αιs加9 Grimn var.,記ご協ιαια (Thunb.)Ohwi 種子

種子は扁平な円形、全面に瘤状の突起がある。

ア‐ナ  働 〃罷bけs ttιしυα Linn. 種子

種子は楕円レンズ形で褐色、やや光沢があり、表面に血管状の模様があることが多い。下端には目立たな

い肥厚 した隣がある。繊維を採取する目的などで栽培されていた。

アズキ近似種 Иgttα cf.α ngttιαrjs(Willd.)Ohwi et Ohashi 炭化種子

炭化 した半分に割れた種子で、脳の部分が残っているが、大きさが不明であるのと、アズキの仲間は大き

さの変異が激 しいことからアズキ近似種とした。

マメ科A Leguminosae A 炭化種子

SK-11か ら出土 した′よヽさなものをマメ科Aと した。中層 (7層)か ら出上 したものは、長さ―幅―厚さ(mm)が 5.

4-3.2-2.2であり、状態が悪 く、脳の形態は不明瞭である。マメ科Bを小さくしたような外形である。最下層

(9層 )か ら出土 したものは、長さ―幅―厚さ(mm)が 3.群 2.31.3で あり、径0.5mm程度の円形の脳が中央部にあり、

脳の周囲は肥厚する。種子は小さいが、どちらも炭化 しており、利用されていた可能性がある。

マメ科B Leguminosae B 炭化種子

SK-11の 下層 (8層)か ら出土 した。長さ―幅―厚さ(mm)は 10.5-6.13.3と大きい。脳は発泡 しており、不明瞭

であるが、種子の外形はササゲに似る。

セリ近似種 09泥αttιんc cf.力υαttCα DC.果実

果実はカキの種子を縦に半球状に並べたような形で、外側にスポンジ状の白色の浮きがついている。

シ ソ近 似 種  P9rjιια ″ 秘ι9SC9脆S(L。)Britt,cf.var.crι spα (Thunb。)Benth.果 実

SK―■の最下層 (9層 )か ら出上 した大きさ1.9mm(2.Omm未満)の ものをシソ近似種とした。

エ ゴマ近 似 種  P9rιιια ″ 税ι9SCθttS(L.)Britt.cf.var.ブ 叩 θttCα Hara 果 実

SK-11か ら出上 した大きさ2.2～ 2.4mm(2.Omm以上)の ものをエゴマ近似種とした。

シソ属 P9rけどια 果実

破片ないし一部が欠けており、大きさが不明のものをシソ属とした。

ナス属 Soια配財冊 種子

種子は円形で薄 く扁平、表面にはっきりした網目模様があり野生種と思われる。

メロン仲間 θttc税攪ts駒 9ιo Linn.種子

SK-11か ら出上 したものは、長さ約6.1～ 7.6mm、 幅約3.3～ 3.8mmで あった。藤下 (1984)に よる長さ6.1～ 8.0

mmの 中粒種子 (マ クワ・ シロウリ型)に あたる。

不明 unknOwn

No.3大畦畔の不明は、一側にやや反 り返った楕円形、褐色で膜は軟らかく、セリ科の果実に似る。

参考文献

藤下典之(1984)出土遺体よりみたウリ科植物の種類と変遷とその利用法。「古文化財に関する保存科学と人文 。自然科学一総括報告書」,同朋

社,p.638-654.
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ng.156 大型植物化石顕微鏡写真 (1)(ス ケールは lcm、 2,6-9,15-17は lmm)
1モミ、 種鱗 2。 モミ、 葉 3.ク ロマツ、 球果 4.イ テイガン近似種、 葉片 5アカガシ亜属、 葉
6アカガン亜属、 果実 7アカガシ亜属、 効果 8クスノキ科、 種子 9キイテゴ属、 核 10-14
モモ、 核 15パラ科、 刺 16サンショウ、 内果皮 17カ ラスザンショウ、 内果皮
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１
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荀g.157 大型植物化石頭微鏡写真 (2)(ス ケールは lmm、 20は lcm)

18プ ドウ属 A、 種子 19ブ ドウ属 B、 種子 20ムクロジ、 種子 21エゴノキ、
ノミズキ、 内果皮 23コ バノヒルムシロ、 果実 24ミ クリ属、 果実 25ユ リ科、
穎 27、 28イネ、 炭化頴 29イ ネ、 炭化胚乳 30アヮ、 頴

内果度 22ク マ

種子 26イネ、

-164-



第 6章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)

「

―

―

ｌ

ｉ

ｔ

ョ

3 33

れg.158 大型植物化石顕微鏡写真 (3)(ス ケールは lmm)

31ア ヮ、 炭化胚乳 32ウ キヤガラ、 果実 33ホタルイ属、 果実 34スゲ属、 果実 35アサ、 種
子 36.カ ナムグラ、 果実 37ギシギシ、 果実 38アズキ近似種、 種子 39ミ ゾソバ、 果実 40
サクラタデ近似種、 果実 41カ ナムグラ、 種子 42オオイヌタデまたはサナエタデ、 果実 43
ボントクタデ近似種、 果実 44タデ属、 果実 45ノ ブドウ、 種子
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ng,159 大型植物化石顕微鏡写真 (4)(ス ケールは lmm、 50は lcm)

46.ス ミレ属、 種子 47.メ ハジキ、 果実 48ナス属、 種子 51,スズメウリ、 種子 49,52メ ロン
仲間、 種子 50,53,54ヒ ョウタン、 種子 55,ヒ ョウタン仲間、 果実破片 56.不明つばみ 57.不
明芽 58不明A 59,不 明C               ′
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ng.160 大型植物化石顕微鏡写真 (5)(ス ケールは ¬mm)

1,シャジクモ属、 卵胞子 2ィバラモ属、 種子 3オモダカ科、 種子
4ホタルイ属、 果実 5カ ヤツリグサ科 ?、 果実 6.イボクサ、 種子
7.ョ ナギ、 種子 8ノ ミノフスマ近似種、 種子 9.不明A

第 6章 平成10年度の発掘調査(第 15次調査)
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ng.161 SK-11出上の大型植物化石 (スケールは 1～ 3が lcm、  4～ 9が lmm)
1、 2ク リ、 果実、 中層 (7層 )3ス モモ、 核、 中層 (7層 )4マ メ科 A、 炭化種子、 中層 (7層 )

5マメ科A、 炭化種子、 最下層 (9層 )6マ メ科 B、 炭化種子、 下層 (8層 )

7シソ近似種、 果実、 最下層 (9層 )3、 9エゴマ近似種、 果実、 下層 (3層 )

I

]

灘
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Ⅵ.水田遺構とその周辺のプラン ト・オパール分析

鈴木 茂 (パ レオ・ラポ)

プラント・オパールとは、根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積 。形成されたもの (機動細胞

珪酸体や単細胞珪酸体などの植物珪酸体)が、植物が枯れるなどして土壌中に混入 して土粒子となったもの

を言い、機動細胞珪酸体については藤原 (1976)や藤原・ 佐々木 (1978)な ど、イネを中心としたイネ科植

物の形態分類の研究が進められている。また、土壌中より検出されるイネのプラント・ オパール個数から稲

作の有無についての検討 も行われている (藤原 1984)。 このような研究成果から、近年プラント・ オパー

ル分析を用いて稲作の検討が各地 。各遺跡で行われている。

王津田中遺跡においてはこれまでの発掘調査により、弥生時代中期頃と考えられている水田遺構が検出さ

れている。ここでは、第 7次調査区内において水田遺構やそうとは考えにくい遺構部について機動細胞珪酸

体に由来するプラント・ オパールからその性格について検討する目的でプラント・オパール分析を行った。

また、弥生時代や古墳時代の水田にともなうと考えられる溝や堤などの試料についても周辺での稲作を検証

する目的でプラント・オパール分析を行った。以下にその結果・考察を示す。

(1)試料と分析方法

プラント・オパール分析に供 した試料の採取位置をfig.162に 示 した。各試料について、地点 3は大畦畔,

3-1は流路 ?, 4-aは 畦畔, 4-1は 水田耕作土,柱状試料 4-bの上部 (bl)が水田耕作土,下部

(b2)が 畦畔,地点 6は畦畔, 7お よび 9は層位的にみて水田 ?と される。地点 11は流路 ?, 12は層

位的に水田 ?と されるもので、以上の■試料はおおよそ灰色の粘上で、時代は弥生時代中期頃と考えられて

いる。地点 13は水田 ?で、砂 レキ質粘土、時代は弥生時代後期以降である。

11ト レンチ

ユ～ 7区拡張部

れg.162 第 7次調査 試料採取位置図
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また、試料番号Aは水田に伴う水路の可能性がある 6世紀後半の溝の埋積物である (14ト レンチ西壁下

層 iSD-301)。 試料 Bも水田に伴 う水路の可能性がある溝の埋積物 (14ト レンチ:SD-306)で 、時代は 6

世紀中頃である。試料 Cは弥生時代後期の井堰を伴う溝 (14ト レンチ:SD 416)の 埋積物下層である。試

料 Dは弥生時代後期の溝の埋積上であるが、当初は井堰の上面を覆っていた草本の遺体について検討が目的

であった。 しかしながら、良好な結果が得 られず、埋積土試料から車本遺体について検討 した。試料 Eは S

G-02の 西肩に築造された幅約 6mの児状遺構の肩部にあたる部分 (17ト レンチ :SX-401)である。

12)分析方法

上記 した 17試料について次のような手順にしたがってプラント・オパール分析を行った。

秤量 した試料を乾燥後再び秤量する (絶対乾燥重量測定)。 別に試料約 lg(秤量)を トールビーカーに

とり、約0.02gの ガラスビーズ (直径約40μ m)を加える。 これに30%の 過酸化水素水を20～ 30cc加 え、脱

有機物処理を行う。これに水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法により10μ m以下

の粒子を除去する。この残澄よリグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作成 し、検鏡 した。同定および計

数は機動細胞珪酸体に由来するプラント・ オパールについてガラスビーズが300個 に達するまで行った。

俗)分析結果

同定・計数された各植物のプラント・ オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当 りの各プラ

ント・ オパール個数を求め (fig。 163)、 それらの分布をfig,164示 した。なお以下に示す各分類群のプラン

ト・ オパール個数は試料 lg当 りの検出個数である。

分析の結果、イネのプラント・オパールが地点 4-b2を 除 く16試料より検出された。検出個数 として

は多 く、最も多い地点 12で は約76,000イ回で、最も少ないDに おいても9,900個 とほぼ10,000イ回1こ 達 している。

その他では、ネザサ節型が最 も多 く、約9,000個 (地点 13)～約100,000個 (地点 9)得 られている。次い

でクマザサ属型, ウシクサ族が多 く、それぞれ約 1,000イ固 (D)～ 22,000イ回、約1,000(D)～ 約 12,000イ回

(地点 3-1)を 示 している。また、 ヨシ属 も全試料から検出されており、 5,000イ回前後得 られ、 Cで は約

12,000個 とヨシ属としては非常に多 く検出されている。その他、サヤヌカグサ属,キ ビ族, ジュズダマ属が

若干得 られている。

(4)水田耕作地の検証について

上記 したように、 1試料を除き多 くのイネのプラント・ オパールが検出された。検出個数の目安として水

田址の検証例を示すと、福岡市の板付北遺跡では、イネのプラント・ オパールが試料 とg当 り5,000イ回以上

という高密度で検出された地点から推定された水田址の分布範囲と、実際の発掘調査とよく対応する結果が

得られている (藤原 1984)。 こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個を目安に、プラント。オパー

ルの産出状態や遺構の状況を応ゝまえて判断されている。

地点 3～地点13の 試料について、上記にしたがえば途―b2を除 く各試料採取地点における稲作の可能性

は高いとプラント・オパールからは判断される。流路ではないかとみられている地点11で は他の試料に比べ

量的に少ないが、地点 3-1で は非常に多 く産出する結果となり、明かな傾向は認められない。これは畦畔

とみられる地点についてもいえる。すなわち、地点 6では他の地点に比べ量的に少ないが、地点 3で は非常

に多 く得 られている。
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試料番号 イネ

(イ固/g)

ネザサ節型

(個 /g)

クマザサ属型

(個 /g)

他のタケ亜科

(個 /g)

サヤヌカグサ属

(個 /g)

ヨシ属

(個 /g)

キビ族

(個 /g)

ウシクサ族

(個 /g)

不明

(個 /g)

3 68,300 84,200 17,400 0 4,400 4,400 10,20C 37,800

3-1 56,800 95,900 16,400 0 5,000 5,000 11,40C 34,100

4-1 24,700 54,800 11,000 5,500 0 5,500 2,700 4,10C 20,600

4-a 35,400 86,50C 11,800 1,300 0 3,900 1,300 5,20C 24,900

4-bl 32,400 85,600 14,300 6,500 0 5,200 5,20C 15,600

4-b2 0 98,700 15,300 1,400 0 1,400 4,20C 20,900

6 17,500 45,000 5,000 3,800 0 2,500 1,300 11,30C 18,800

7 45,000 61,300 17,500 1,300 0 2,500 10,00C 28,800

9 35,500 100,000 18,400 0 3,900 0 7,90C 21,100

11,100 90,000 22,200 3,700 0 2,500 6,20C 28,300

12 75,400 74,000 8,400 2,800 0 4,200 5,60C 21,000

13 14,500 8,900 4,500 2,200 0 1,100 2,20C 13,400

A 19,100 39,40C 5,100 0 3,800 5,10C 5,100

B 13,700 21,700 3,400 0 1,100 2,300 5,70C 9,100

C 19,600 27,000 3,700 1,200 12,300 4,90C 13,500

D 15,000 15,000 4,600 0 8,100 6,90C 5,800

E 9,300 29,300 1,300 4,000 0 6,700 1,30C 16,000

19163 試料 lgあたりのプラント・オパール個数 (第 7次調査試料)
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ng.164 プラント・オパール分布図 (第 7次調査試料)
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以上のように、イネのプラント・ オパール量からの水田耕作地と流路あるいは畦畔との区別は難 しい結果

となった。これについては、流路では流水による水田耕作上の混入により、また、畦畔部は水田耕作上によ

る畦畔の補強によってイネのプラント・ オパールが供給されているためと推測される。そうしたなか、畦畔

試料である4-b2に おいてはイネのプラント・オパールが検出されず、これは水田土壌に影響されず造ら

れ維持された畦畔と思われる。

試料A～ Eについて、全試料よリイネのプラント・ オパールが検出され、試料 1、 3、 5の 3試料は溝の

堆積物であることから、これらの地点では周囲よリイネのプラント・オパールが供給されたものと思われる。

すなわち、試料Aは 6世紀後半の溝で、水田に伴う水路の可能性が考えられており、この水田より溝部に大

量のイネのプラント・ オパールが供給されたのであろう。また、試料 Bも 6世紀中頃の溝で、試料Aと 同様

の状況でイネのプラント・ オパールが多 く供給されたものと思われる。試料 Cは、弥生時代後期の井堰を伴

う溝の堆積物であり、試料Aお よびBと 同様の状況のもと、イネのプラント・ オパールが多 く検出された可

能性が考えられよう。これについて、同時代の試料を用いて行われた花粉分析結果をみると、水田稲作は考

えにくい結果が得 られている。このように、試料 C地点付近における稲作についてはさらに検討が必要であ

ろう。

試料Dは弥生時代後期の溝中より検出された井堰の試料で、井堰の上面を覆っていた植物遺体を検討する

ために行ったものである。結果としてはイネとネザサ節型が同数検出されるなど、突出して多 く検出された

ものはなく、連なった状態の珪酸体 も認められないなど植物遺体について検討する資料は得 られなかった。

なお、この植物遺体については灰化 して観察 したが珪酸体はみられず、不明であったことによリプラント・

オパール分析を試みたものである。

試料 Eは堤状遺構の肩部より採取された試料で、この試料からもイネのプラント・ オパールが比較的多 く

検出されている①この堤状遺構の西側は水田であった可能性があり、こうした水田土壌が堤の補強などで盛

られた結果、イネのプラント・ オパールが検出されたのではないかと思われる。

この他、弥生時代前期および弥生時代中期～後期の水田遺構、鎌倉時代の耕作土についてもプラント・オ

パール分析が古環境研究所によって行われ、イネが多量に検出され、これらの層においても稲作が行われて

いたことが検証されている (平野地区第13次調査 :本書所収)。

口 地点試料と花粉分析結果との関係について

イネのプラント・ オパールが検出されなかった地点 4-b2に おける花粉分析結果をみると、現在の水田

に普通にみられるサジオモダカ属やオモダカ属、 ミズアたイ属などの水田雑草を合む分類群 も検出されてい

ない。このように、花粉化石からも地点 4-b2に おける水田稲作の可能性は低いと判断される。同様のこ

とが地′点13に もみられよう。本地ソ点は土相 も砂 レキが主体と他の試料とは異なり、検出されたイネのプラ

ント・オパールは先にも記 したように、周 りの水田耕作地より混入 した土壌とともに供給されたのではない

かと考える。一方、土相が砂 レキ主体であることから、水田の床的なものの可能性 も考えられよう。

他の試料について、水田耕作地、畦畔、流路における花粉化石やプラント・ オパールの明瞭な傾向は認め

られず、今回のような水田域内におけるこれら微化石からの微地形の復元は非常に難 しいと、考えさせられ

る結果となった。
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(6)ま とめ

以上のように、玉津田中遺跡平野地区では弥生時代前期,弥生時代中期～後期,古墳時代,鎌倉時代の水

田遺構や耕作土,溝,水路などが検出され、プラント・ オパール分析および花粉分析から水田稲作が行われ

ていたことが検証された。

しかしながら、プラント・オパールや花粉化石の出現傾向から水田耕作地,畦畔,水路などの微地形を検

討することは難 しい結果となった。これは水田耕作地に散布された植物珪酸体や花粉が流水などで水路に運

ばれ、畦畔には補強として水田土壌が使われ、こうしたことにより植物珪酸体や花粉が同じように散布され

る結果となったことが要因であろう。
′

引用文献

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法―.

考古学と自然科学,9, p15-29.

藤原宏志 (1984)プラント・オパール分析法とその応用―先史時代の水田址探査―. 考古学ジャーナル,227, p.2-7.

藤原宏志・佐々木彰 (1978)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (2)一 イネ (Oryza)属植物における機動細胞珪酸体の形状―
.

考古学と自然科学,■ , p9-20
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Ⅶ。遺構出上の植物遺体による植物珪酸体分析

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積し形成された植物珪酸体 (機動細胞珪酸体や単細胞珪酸

体)については藤原 (1976)や藤原・佐々木 (1978)な ど、イネを中心としたイネ科植物の形態分類の研究

が進められている。こうしたことから、玉津田中遺跡における発掘調査の際検出された植物遺体について、

植物珪酸体分析から検討を試みた。

(1)試料と分析方法

試料は、第15次調査、土坑SKllの 上層で、この上坑に蓋をする様相で検出された植物遺体層 (試料No,S

Kll―A)と、第 7次調査検出の幅約 6mの堤状遺構 (SX401:17ト レンチ)に おいて認められた植物遺体

(試料No.SX401)に ついて、その一部を採 りだし分析試料とした。

この植物遺体同定試料については現生植物の標本作製と同様の方法を用いて植物珪酸体の有無を調べた。

すなわち、植物遺体層よりその一部を採 りだし乾燥させた植物遺体を管瓶にとり、電気炉を用いて灰化する

のであるが、灰化する行程は藤原 (1976)に ほぼしたがって行った。その行程は、はじめ毎分5℃ の割合で

温度を上げ、 100°Cに おいて15分 ほどその温度を保ち、その後毎分2℃ の割合で550℃ まで温度を上げ、 5時

間その温度を保持して、試料の灰化を行う。灰化 した試料について一部を取 り出し、グリセリンにてプレパ

ラー トを作製 し、生物顕微鏡下で観察 した。

図 植物遺体の植物珪酸体

1)SKll‐A

検鏡の結果、複数種の植物珪酸体が観察され、以下にそれらの記載を記す。なお、機動細胞珪酸体の各名

称についてはfig。 167を参照されたい。

1つ は断面形態がイチョウの葉形 (fig。 168の 1-a,2-a)を している機動細胞珪酸体で、側面部分に突

起が、表面部分にくばみが、また裏面部分には浅い亀甲状紋様が一部認められる。大きさは、縦長が30～ 50

μm、 横長が30～ 45μ m前後である。側面形態は長方形 (fig.168の 1-b,2-b)を 呈 し、側長は30μ m前

後で、側面部には稜線がみられるものもある。表面形態は細長い棒状を呈 し、中央部分は溝状に浅 くくばん

でおり、側面の稜線部分ではくさび形に突出している。裏面形態は長方形をしており、一面に浅 く小さな亀

甲状紋様が認められる。また、 この機動細胞珪酸体が連なった状態のものも観察される(fig。 168の 3)。 そ

の他、落花生の形状をした単細胞珪酸体が横に連なった状態で観察される

(fig。 168の 5, 6)。 また、鳥のくちばし状の突起を持つ珪酸体 (fig.168の

4)も認められる。

以上のような形態からこの機動細胞珪酸体についてはイネと判断され、

鳥のくちばし状の突起を持つ珪酸体はイネの穎の破片である。

fig.168の 7～ 9に ついて、断面形態は楔形やシャモジ型をしており、裏

面側においてこぶ状の凸部と溝状の凹部が認められるものもある。縦長は

約35μ m、 横長は約20μ mである。側面形態は長方形を呈 しており、裏面

裏 面

表面

¬g.167 機動細胞珪酸体模試図
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側にこぶ状の高まりがみられる。側長は約15～ 20μ mである。また、表面形態は細長い長方形を呈 し、裏面

形態は長方形をなしている。 この機動細胞珪酸体が細胞内に連なった状態で観察されるものも認められる

(fig,168の 8,9)。

こうした形状の機動細胞珪酸体はススキ属,チガヤ属などのウシクサ族と判断されるが、さらに細かい分

類 (種)については現時点では不明である。なお、ススキ属にはオギ、ススキ、 トキワススキなどがあり、

ススキはいたるところの原野に普通な多年草である (北村 。村田 。小山 1964)。

また、断面形態が食パン状 (fig。 168の 10-a)の機動細胞珪酸体 も若千認められ、裏面形態は長方形で、

イネより粗 く深い亀甲状文様が観察される。側面形態は長方形 (fig。 168の 10-b)で、裏面部の亀甲状文

様が一部認められる。大きさは、縦長約35μ m,横長約40μ m,側長約40μ mでぁる。表面はほぼ平滑の長

方形である。

こうした形態から、この機動細胞珪酸体はキビ族と判断される。キビ族にはキビ・ アワ。ヒエといった栽

培種やイヌビエ・ エノコログサなどの雑草類がある。

以上のように、検出された植物遺体層からイネ, ウシクサ族,キ ビ族の植物珪酸体が認められ、イネが最

も多 く観察される。こうしたことからこの植物遺体層は少なくともイネ, ウシクサ族,キ ビ族の 3種類以上

の植物で構成されていると判断される。本層の下位層 (中層,下層,最下層)において大型植物化石分析が

行われており、イネの未炭化穎が非常に多 く検出されている。その他、樹木ではクリ,モ モ,ブ ドウ属など

が、草本類ではアサ,マ メ科, シソ科,ナ ス科など食物関係の分類群が多 く得 られており、SKll土坑はゴ

ミ捨て場的様相が強いと考えられている。最上部植物遺体層についても3種類以上の植物で形成されており、

ゴミとして土坑に蓋をするように捨てられているのではないかと思われる。

2)SX401

断面形態はイチョウの葉形をしており、側面部分に突起が、表面部分にくばみが、また裏面部分には亀甲

状紋様が認められる。側面形態は縦に長い、あるいは横に長い長方形を呈 し、 1な いし数本の稜線が認めら

れ、突起 も観察される。表面形態は細長い長方形あるいは台形状を呈 し、側面にみられる稜線部分でくさび

形に突出している。また、中央部分は溝状にくびれている。裏面形態は横あるいは縦に長い長方形をしてお

り、一面に小さな亀甲状紋様が認められる。また、この機動細胞珪酸体が連なった状態のものも観察される。

以上のような形態は上記 したSKll― Aの イネと同様の形態を有する機動細胞珪酸体であり、検出された植

物遺体はイネと判断される。

引用文献

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法―.

考古学と自然科学, 9, p15-29.

藤原宏志 (1984)プ ラント・オパール分析法とその応用―先史時代の水田址探査―
.

藤原宏志・佐々木彰 (1978)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (2)一 イネ

考古学と自然科学, ■, p920.

北村四郎・村田 源・小山鐵夫 (1964)原色日本植物図鑑車本編 (Ⅲ )。 単子葉類

考古学ジャーナル, 227,p27.

(Oryza)属植物における機動細胞珪酸体の形状―

保育社,465p.
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遺跡の立地

各時代の遺構

第 7章 まとめ

第 7章 まとめ

玉津田中遺跡は広大な複合遺跡である。平野地区のみでも南北約2000m。 東西約800m

の大きさであり、遺跡のあり方 も複雑な様相を呈 している。このため官前田中線築造に伴

う調査成果は、既往の回場整備事業に伴う調査成果や田中地区の調査成果を抜きに述べる

ことが出来ないため、以下それぞれの調査成果も適宜とりいれながらまとめとしてみたい。

遺跡の地形は、遺跡を狭んだ東西両側の丘陵とその間を流れる明石川によって形成され

ている (1)。 当遺跡周辺あたりから明石川の流れはやや緩やかとなり、多 くの上砂が堆積

していったようである。

今回作成 した基本層序概念図(fig.9)か らは、中世に至る頃までは、断面図に表れて

いるように弥生時代から古墳時代にかけての堆積土は厚いことが読み取れ、その堆積物の

量は膨大なものであることが理解される。これに比べて中世以降の堆積状況は、比較的緩

やかで、安定 したものであったことが理解される。また、回場整備以前の平野地区は、回

場面に比高差が少ないために、大雨毎に圃場が冠水するという決水の影響を受けやすい場

所であったことも、これを裏付ける。

中世頃の比較的安定した堆積状況となるまでは、洪水によって明石川のもたらす堆積物

の量は膨大なものであり、決水による環境の変化は著 しいものであったと考えられる。

各時代の多 くの溝状遺構が検出されたが、その大部分の方向がN30～ 45° Wを示 し、各

時代の水田畦畔の方向もこれらの溝状遺構と平行するものが多いことから、等高線の方向

が同一のものと考えられる。また、明石川の氾濫が起こす洪水の方向がN30～ 45° Wであ

り、地形はこれにあわせ、大まかであるが北東方向に高 く南西方向に低 くなっていること

が言えるようである。

弥生時代では、第12・ 13次調査 (2)で前期の水田が確認された。広範な面積を調査 した

が、水田遺構という性格のため、出土遺物が少なく確実な時期をおさえる遺物は出土して

いない。層序と第 6。 7次調査の調査成果から前期の水田面が、南北約200m。 東西約300

mの規模でひろがっていると考えられる。前述 したように前期のどの時期に相当するのか

は不明であるが、前期のある時点で広大な可耕地が存在 していたことが言えよう。

これに近接する集落は、南約300mの 田中地区の亀ノ郷地区 (前期中葉)の集落
(3)ゃ

西

約500mの 丘陵裾の前期の遺構 (第 6次調査)な どに集落を求められよう。(fig.10 調査

範囲と各時代の集落址のおよその分布を参照)

中期では、第 5次調査で水田が検出されている。また第 5次調査の東端部では、中期の

竪穴住居と考えられる遺構などが検出されているが、明確にはならなかった。

第10次調査では残存状況は悪いながらも中期の水田面が検出されている。第12次調査で

も出土遺物で時期を明確にすることはできなかったが、層位から中期頃の水田面が検出さ

れている。また第13次調査では中期から後期にかけての水田面が検出されている。第15次

調査では中期後半の水田面と護岸と補強をおこなった大畦畔が検出されている。第 7次調

査でも後期に属する同様の護岸施設が検出されている。

前 。中期ともに可耕地の存在は明らかとなったが、中期の集落の存在を示す明確な遺構
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は現状では不明である。また墓は単発的に検出されるが、墓域として捉えられるものは確

認されていない。また全体的に中期の明確な遺構は少ないようである。

後期では第15次調査で水田が検出されている。弥生時代後期から古墳時代にかけての水

田が第12次調査で検出されている。

さらに第15次調査では、弥生時代終末期から古墳時代前期にかけての切 り合い関係など

によって新旧関係が確認できる計11棟 の竪穴住居が検出されている(fig。 107)。 同様の時

期の竪穴住居は、西南方向の第 7次調査や東南方向の第 6次調査、北東方向の第 1次調査

などで検出されている。

畦畔や溝状遺構には護岸用の杭や土留め材を用い、水田経営のために当時の人々が洪水

と格闘した様を想わせる。これら材料の供給地は、周囲に存在 した常緑広葉樹林から伐採

したものと考えられる。

上記の時代以降は、水田土壌が重なり旧回場面にいたる。水田と言う遺構の性格から、

明確な時期を示す遺物を伴う遺構はきわめて少ない。 しかしながら弥生時代前期から中世

にいたる各時代の広範な生産域が拡がっていたことが考えられる。

fig。 10で示すように、弥生時代から古墳時代にかけての時期は、第 9。 12・ 13・ 15次調

査地を取 り囲むように同時期の集落が点在 し、第 9・ 12・ 13・ 15次調査地は調査結果が示

すように、これらの集落の可耕地であったことを示唆している。

第 8次調査では、平安時代末期の掘立柱建物群が検出されている。洪水などの環境の変

化が激 しい箇所を避けた占地であると考えられる。同様の時期の掘立柱建物は他の調査地

でも検出されているが、第 8次調査の様に建物群としては確認されていない。

旧石器時代では、サヌカイ ト製の有茎尖頭器が中世の遺構から出上 している。旧石器時

代に属する遺物はこれ以外には当遺跡では知られていないようである。

縄文時代では、縄文土器が玉津田中遺跡全体でもわずかな量であるが出土 している。第

8次調査では晩期滋賀里Ⅲに属する浅鉢日縁部やサヌカイ トのフレークが出上 している。

また第 6次調査でも晩期の上器やサヌカイ トが出上 している。

弥生時代前期の土器は各調査地から少量づつ出上 している。第 8次調査では貯蔵穴など

の遺構に伴って多量の遺物がまとまって出土 しているが、現状では未整理の状態である。

弥生時代中期の明確な遺構は少ないことは先述 したが、弥生時代中期の遺物 も出土量は

少ない。

先述 したように弥生時代後期から古墳時代前期にかけての集落が検出されており、これ

に伴う大量の遺物が出土 している。第15次調査では北端の流路からも大量の土器が出上 し

ている。第15次調査 S B02か らは、銅鏃が 5点が出土 している (1)。 またこの調査では、

他地域からもたらされた土器や他地域の胎土と考えられる土器が出土 している。この時期

に属する土器が、平野地区の資料としては最も多量で豊富であるが、現状ではほとんどが

未整理の状態で、今後、整理作業の進捗によってより多 くのことが明らかになると期待さ

れる。

他に植物遺体としては、第15次調査 S Kllか ら、クリ・ アサ 。マメ科の植物が検出され

た。クリは栽培種の可能性があり、アサやマメ科の植物が利用されていた可能性があるこ
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とは、特筆されるべきであろう。

第13次調査の中世の水田土壌の花粉化石分析から、イネ以外にソバや流菜類の栽培の可

能性が指摘され、中世の自然環境の復元とともに食生活の一面を垣間見たと思われる。

また、第 7次調査では前期と考えられる水田その周辺の溝状遺構などからイネのプラン

ト・オパールが高密度で検出されている。また第13次調査の分析でも、弥生時代から中世

にいたる水田から同様に高密度で検出されており、これらの結果から、周辺で稲作が行な

われていた可能性が高いことが指摘された。

第 8次調査では平安時代末期の溝状遺構などから多量の土器とともに陶硯や鉄鏃・鉱滓

などが出土 した。当時の土地管理に伴う掘立柱建物群と推定され、建物群の周辺に居館の

存在を想起させるようである。

ここで各時代の遺跡の変遷について略述する。縄文時代晩期から弥生時代前期に田中地

区に近接した微高地上に居住を始め、同時期の水田も検出されている。

田中地区では弥生時代中期の集落が存在 し、これとともに方形周溝墓群が現れ、墓域が

形成される。また、同地区では弥生時代中期後半から集落が数力所に展開をはじめていく。

平野地区では、弥生時代中期の水田は確認できるが、同時期の集落は現状では不明であ

る。この中期の集落の欠落は、いま述べた田中地区の中期後半からの展開を反映をしたも

のと考えられそうである。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては、平野地区の微高地や丘陵裾部に集落が展開

し、居住域のひろがりが見 られるようになる。

古墳時代中期では、丘陵裾部や微高地に集落が存在 していたようである (5)。

飛鳥・奈良時代については確実な遺構がほとんどなく、集落はきわめて小規模になって

いると考えられる。

平安時代後期から鎌倉時代には、田中地区全体に遺物が出土 し、掘立柱建物やその他の

遺構が検出される。これと同時に河川の影響が少なくなり、土地の安定化にともない、広

い面積が水田として利用されていくようである。

室町時代以降に福中城が築城される (6)。
築城に伴い周辺の開発がなされたはずであるが、

この時期の遺構・遺物はほとんど発見されていない。

これまでの発掘調査では、平野地区の遺跡の範囲、約 160haの うち約 3 haつ まり約 2

%弱程度の調査をした程度であり、広大な対象物のほんのわずかの部分を垣間見たに過ぎ

ないが、これまでの調査で知 り得た知見を書き記 した。

平野地区では全体として、一般的な集落のようである。例えば弥生時代にいわゆる環濠

が掘削された集落ではなく、古墳時代に玉造 りが行なわれた形跡も現状では確認されてい

ない。また各時代を通 じて特徴ある埋葬施設 も検出されておらず、平野地区はこういった

意味での特色を備えた遺跡ではないことが明らかになりつつある。

今回の報告書作成作業を通 じて、弥生時代前期から鎌倉時代にかけての大まかではある

が、居住域と生産域の変遷 (fig.10)が 捉えられ、fig。 9で は弥生時代前期から中世に至る

河川の堆積作用と人間の関わりについての大略を追うことができた。

平野地区では、各時代を通 じて洪水という自然災害と聞いながら、自然地形を活かした
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註(1)

水田を経営 していたことが理解できたように思う。自然科学分析の結果からもプラント・

オパールが高密度に検出されていることから、生産性の高い水田が各時代を通 じて存在 し

たことが想定される。

また、平野地区の南側に位置する田中地区の遺跡群との関わりについては、充分明らか

にすることはできなかった。それについては今後の考察の課題としたい。

前葉和子「6000年前の明石平野」『神戸の歴史』第10号 新修神戸市史編集室

1984

これまでに公表された玉津田中遺跡平野地区の成果については以下に示す文献が

ある。文献名の後に神戸市教育委員会での調査次数を付記した。以下各調査次数

を引用する場合はこれらからである。

『平成元年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1992(第 1・ 2次調査)

『平成 2年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1993(第 3・ 4次調査)

『平成 3年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1994(第 5次調査)

『平成 4年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1995(第 6次調査)

『平成 5年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1996(第 7・ 8次調査)

『平成 6年度神戸市埋蔵文化財年報』

神戸市教育委員会1997(第 7・ 8。 9次調査)

『平成 7年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1998(第 10。 ■次調査)

『平成 8年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会1999(第 12次調査)

『平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』

神戸市教育委員会2000刊行予定 (第 13次調査)

『王津田中遺跡発掘調査報告書 I―遺構編―』淡神文化財協会1992

『玉津田中遺跡発掘調査報告書Ⅱ』淡神文化財協会1993

玉津田中遺跡田中地区の記述については、『玉津田中遺跡―第 6分冊― (総括編)』

兵庫県教育委員会1996を引用した。

第 4次調査では、第15次調査と近接する地点の溝状遺構から銅鏃と鳥型木製品・

男茎型木製品が出上している。

第 1次調査では、古墳時代中期の竪穴住居出土の甕内から臼玉が検出されている。

また別の地点では、溝状遺構からミニチュア土器・双孔円盤など祭祀に関連する

と考えられる遺物が出土している。

『兵庫県の中世城館・荘園遺跡』兵庫県教育委員会1982 岡 久雄・黒田義隆

「福中城と間嶋彦太郎」神戸市文化財調査報告 4神戸市教育委員会1961
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